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くら(日本古謡）
ツブニ(井上武士作曲）

(山田耕梓作曲）

回城ヶ島の雨
回椰子の実一
回浜辺の歌

(梁田貞作曲）
(大中寅二作曲）
(林右渓作詞成田為三作曲）
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ｌ回 赤 と ん ぼ
囮夕焼,J､焼
回 叱 ら れ て

(草川信作曲）
(弘田竜太郎作曲）

回 宵 待 草 （ 多 忠 亮 作 曲 ）
画荒城の月（滝廉太郎作曲）
回出船（杉山長谷夫作曲）
囮早春賦（吉丸一昌作詞中田章作曲）

指揮･編曲:早川正昭/新ヴィヴァルディ合奏団
篠笛:赤尾三千子(⑨⑫⑭）
歌：しゅうさえこ(⑦⑮）



乾く

税 篭 録音は、ムインチ76 ｡m／s e cのアナログ録音と、
I,ＥＮ１１⑰１１Jによ基,デジタル録音の111ﾘ方式で実鼬し
たのです力f、本ＣＩ〕にはデジタル鈍音を蠅川Ⅱ、た
しまＬた。アナログ録音は、Ｃ［ＩＬＩ,Ｔｌ時地上の、
ＤＡＭ４５「Ｈ本の帝76/45」に使用しておｌｊま十・

いずれも畷Ｌい抽力虻、デジタル録音特有,刀透同Ｈ
でシャープかつくつき ‘ノ ‘としだ行で時王児されると
鼎思い ､ 王すが ､ 癌笛刀 i 官 j 唖 は ､ 人 斐エネルギかあ
りますので、音堂をｆ４ｆすぎて、スピーカーを破
損しないよう御趣意ください。

ぎわやかな弘馳器、チエン〆電□ぬ繊細-ご遇 l i Hな
響、ｉ曲l些な采かさと切れⅡ木を持つ仁′、-うゞ、小管
群の典しく召かな響、Ｈ月かるくナチュラルなボー
カル等、ホー !Ｌ舞皆らしい自然理 ･音でお無Ｌみい
ただけ畠二上と思います。

な お ､ ジ 刊 ･ ケ ･ ｿ ﾄ i 二 は ､ 客 内 , ｡ 《 郎 氏 ” 未 発 表 ”
絵を値片１きせていれたき士Ｌた□

私 達 に 幼 い 頃 函 郷 愁 を 誘 う 音 楽 と 演 奏 露 谷 内
六郎氏〈刀ほめ Iまく乃上Lた ,心嵯る ｼ ｬ ｹ ｯ ﾄ ﾂ 〕に I〕
「Ｈ本の詩」が、皆極めライプラ！」-とＬて木登
くお楽しみいただければ幸いです．

舞鮮

Ｕ域は桑京屯をご愛頤し、た， ' さきまして、趣に
あ ’ｊがとうございます。

Ｉ)八Ｍオ叩ジナルＣｐの第３号は、ｕ本人なら両佳
でも知ってＬ，る催しいⅡ本心計 kを、日本を武衣す
る ケ エ テ ィ ス ト の 瞬 奏 で レ コ デ ィ ン グ し た 「 Ｈ
本 ”詩（うた）」です。

「 " 赤とんぼ」や「荒城 ” 川」など面佳でも知って
い る 旧 本 人 の ‘ 心 ” ふ る 当 ヒ ヒ も い え る 歌 曲 の 数 々
I志、幼い頃、あるいは学生H寺代に１１ずきんたこと
ぴ あ - う て、 郷 愁 を 癖 わ れ る も 刀 で し ょ う 力 ｡ 、 そ の
レコードやテープとなる ‘ と幸外お時になってＬ，な
い〃が多Ｌ，のではなＬ，かと思います。

ｌ串曲 ”雰 |州瓢を大切に寸邑ため、輻叶曲を、作曲
,家としてもｆｆ名なユノｌＩｌ暑昭氏にお蝿し、いたしまし

たが、旱Ｊｌ叱昭氏と新ヴィヴテルディ合奏 | ･ ﾛは、
「ミ’′シェルＪＩＩ〕ＯＣＤ-Ｉ}ｏｏ１,ＤＯＲ-〔)092)以来､21尭目

の鉢音と ’ 、 うことにな！ｊまず。史に、篠笛の赤尾
三 丁 イー さ ん と 、 ポー ウル の Ｌ 師 う ざ え こ さ ん を ソ
リス ト と して 迎 え 、 そ の 他 、 フル - - 卜 、 イ ン グ リ
”シュホノＬン、オ r f ぐ工斗クラ ’ ノネ ” 『卜、フＦ．
′ 卜 、 チ ェ ン グ く ロ 、 チ ェ レス タ、 ハープ． ’ 二 アノ
と人変〃ざラエティに富〆した輻j成となってＬ，ます。
曲 Ｈ に つ い て は 、 旱 川 氏 と 赤 j 色 ぎ ん 、 Ｌ ” う 巷

ん〔ヒキ'1談”うえ、「ｊ当なも”{よかり１５曲に決定、
錘占は、９１１］５Ｕ、′１，ざいなかゴら豐かな響で'１郡

ら れ る 肖 踊 の 虻 ホ ル で 、 控 楽 器 と 小 菅 、 チ エ ン
グぎロツ>糊砿的もめ１０州を冥施。朧<ｆｈｊｌｌＨｌ」は、
荒 ' ｣Ⅱ筑陛会館の大ホールで、唾Ｌ，空間を必没Lと-す
る曄鴎とボーウ ’ し 力苗入る５閥を収鈍。

今lplのＬｆｌｊ作hkJにあたり、』#.』'１１１:l唱氏をはにぽ〕
油奏希ﾋｱ〕缶祥．多く口｢〕i咄糸.ｺ'二)灯々．そして、東芝
ＥＭＩ4抑ヒズク〃プリ"〕方々に、唖かＬ，,稚蠅期旧'にも
かかわらず、睾人な凹1協 ﾉ J 巻いたたきまし心こと
を、厚くお礼申し上げます。

今 憧 も Ｄ Ａ Ｍ と い た し ま して は 、 ア ナ ロ グ、 デ
ジタルを咄 ｣わず、よ ‘ ノ良恥音牽ソフトを閖琵し会
員 ” 肯 様 に 少 し で も お 役 に た て る よ う ． 更 に 層
の鍔 ﾉＪをする所作ですめで今綾とも皆様の征 ]支援
Ｊ〕ほど、よろしくお賄い申し上げます。

ＤＡＭ推進雲■会

７



プロフィール
赤 尾 三 千 子 ( 篠 禰 )

Ｉ正l立尚亀楽人.､r:乗理'､撲科や業。
幼 稚 1 判 の 頃 よ り ピ アノ を 群 い 、 ピ ア ニ ス ト を ‘ と

していたが､小袖で手が小さいな -どの汎似11 1で尚校
時代に迷いの時期が訪れた。『魚 j 核 3 年 になったあ
る 1 1 , ふ と 判にしたラジオの横禰の商に感歩 ﾉ ﾉ ・ ピ
アノでは衣わせないえもいわれぬ音の魅 ﾉ J に , L ､ 打・
たれたのだった。

報年、断楽人 ' ､ ｒＥに進み、かたわら龍鶴の宿士芝
祐 端 氏 に 師 事 ｡ r 供 達 に ピ アノ を 教 え 、 そ の 収 入
を鯖に注ぐ ' １ ﾐ祇力ざ始まったが、ピアノで菱をわれ
た 職 か な 昌 急 乗 的 素 養 で、 み る み る う ち に 上 達 して
いった。

１９７２年には小沢征爾ｵ旨揮のサンフランシスコ、
フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ・ オ ー ケ ス ト ラ と 共 獅 の た め 渡
米 ｡ 二 ｵ L を 皮切りに演奏祇勤を I 排 l 姑 した。翌 7 3 年
には'｣､沢ｉｌｌ澗討荷揮の新日フィルと否i巷にて共演。
'76年l ‘ j lじく喬港でアジア菱術祭に参加１．，７７年には

鬼太妓 ﾉ ﾍ l f I I 本 公 減及び ﾖ ｰ ﾛ ･ ｿ ﾉ ぐ 公城に参加し、
3ヶ川にわたって欧ｸ ' 1 , 1各脚を ‘油 l州。椛来としての
繊套 i ,吟如の ‘ 1 1 , L ､で．ある ' j , 野稚来会の､ “としても､
' 7 9 年 臭 の ﾖ ｰ ﾛ ､ ｿ ﾉ f 公 i 商 を 成 功 裡 に 収 め て い る ｡

その1町 ､独 1 , 1の ﾘ ｻ ｲ ﾀ ﾙ を |汁 l き、 [１m -典的な繭
の 曲 か ら 呪 代 的 で リズ ミ カ ル な 棚 I ま で を こ な し 、
そ の 轆 睦 い 繭 の I ‘ 子 で i 此 ' < 人 を 火 い に 魅 r して い る ｡

早川正昭（指揮・細曲）
來斯〔人．､ｒ:及び来）i〔些大作曲科卒業。作lllIを量谷

ﾉ11良犬氏、指押を漉辺H兜雄氏にFII j準。
１９６１年ヴイヴァルテ．ィ合奏Ｍを糸t1i成し振拘fをつ

と め た ほ か ､ 郁 響 ､ 1 1 フ ィ ル ､ 束 フ ィ ル な ど 数 多
く 客 減 ､ ま た ､ 束 人 オ ー ケ ス ト ラ の 名 舞 脂 押 荷 と
して煙くタ貯導し獅奏'k準を'冑jめた。
'71.,73, ,77年にはヴイヴァルデイ合奏|､ｉｌと欧ｸ‘1,1

公演をイｊいi敷徴されている。
' 7 8～ ' 7 9年 ﾖ ｰ ﾛ ｯ ﾉ 寺にて研修。作 IM I 家としても

「レクィエム・シャーー／ティ」「祈り」な．ど、むし
ろ海外でi寅奏される機会力㎡多く、曲独で作I1 I i ‘も出
版されている。

名11,ﾉ茎凸覇楽人学数授。
１１本折押橘 -協会 ､ 1 1本作曲家述鯉 ､ ' 1本拠代音

楽協会各会幽。
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し ゅ う さ え 三 ( 歌 )
東京芸仲 ,大¥唇音禁学部由弄ﾕ科卒業。人 . ､族４年で

芸人妾宅賞受賞。
５歳よキノピアノを習い姑釣る。 ′ l ､ 学 睦４年生の

Ⅱ寺、辻｣［１丁揖挫「あ老ひ少年少女合唱団」人|封、
「白雪姫と七人の小びとたち」の臼 ' 五 . 唯 を油上る -

中学校３年 'トハ時．「サウンド・オーア・ミュージッ
ク」ｄ〕 - ‘ リア役で豊島公会章で秋う．
昭扣５５年４月一昭和５部午３月まで、ＮＨＫテレビ

「おかぁ碁んとい - コしよ」にて第 ] ４代うためおね
え さ ん と して、 レ ギ ュラ ー 出 演 。

昭和５９年９Ｊ̅]２１Ｕ，童謡でつ-プったソロ・デビ
ュ ー ・ アル ′ ざ ム 「 さ 勺 二 お れ え ぎん と い つ Ｌ よ 」
を莞ﾜモ（東芝｡ＥＭＩ）｡

現 在 、 親 と 子 供 か 楽 し い る コ ン サ ー ト 他 、 轄 埠
< 澗躍中。新しいタイワ " ぬうたのおオユえ善人とし
て、 今 、 最 も 注 Ｈ を 集 いて い る 。

昭桐'５９年３月２１Ｕには、２椎Ｈ釣アルー'でムを発
売 し た ”

アイ オ Ⅱ ン の 卜 ” ラ ‘ を 鰐 鏥 る 唖 か 、 協 奏 曲 " ソ リ
ス ト と し て 数 多 く の オ ケ ス ト ラ と 共 i 質 。 毎 Ｈ コ
ン ク ル 人 選 、 文 化 放 送 音 辛 賞 ' 受 賞 。 現 世 、 イ ソ
弘楽山里葵Ｕｌこｿﾆ｣メン′§としてもi占躍Ｌてこ、る。

ｉ出111乗器Ｍ釧tlEL，Ｃ⑪ffⅡilIEI1726

●宮内通子（ザァイォリン）
杣 l胡商人卒。宗 i竹 ﾑ里、ジヤン五・ -イスナ 'Ｌ、

甫嘩秀ｊ杜の昔氏(二R｣ ' '事。毎冊'学生コンクー’Ｌ入賞。
'“年輪柿Ⅲ月学回ヨーロ,ゞ′ｆ丑Ｉ閏に、’73年かイヴ．Ｆ

ルディ介奏け'第２１ｕ｜ヨーロ,ソ′母公i鄙二参加]・’７７年
から'７９年にかけて、酉ドイツにて、室ｉＪＪ姫を中心
にi街毒 i古動を行い'79年帰国した。

使用粂普Ｐｉ巴tI-QGu乱ｍ巴ｒｊｌ７３９

●ｷ■轟陸（『qプァイオリン）
９載からヴァイオＩ］ンをはじぬ星・域 j蹴野音人

では、磯芙リ ) 、ケーニ ･ソヒ両氏、室内梨をグレラ
、勝田聰一、指揮逹をクルト・カエス、甲斐雌雄

、丹氏に師事。クラシックからタンゴ、ロ ､ ソ ケ士
でこなす多彩な訊朧をＬている。

使用楽器MichE]ｅＤｆ二心‘二,'ｌＥｔｌ７３７

●長谷部雅子（ヴァイオリン）
４歳よィ）ガアイオ’」ンをはじ駒、、Ｆ汁‘卓衛、癌

崎哩曲 ｡ ' 、久 ' 呆山良作、鷲兇三郎 ‘刀各氏に帥聿。弟
24, , , |全日卒学生音楽コンークール入賞。肘口]朋音上'二
まなぶ。１Ｗ7年第 ’２１口 |民音コンクール室内楽 ”部
入憤。’９７９年９月かＦノ１年間ヴイーン" - -制学し、
ｒプァノレター。′くｊ’」-氏に旧11『聿凸

挫削蹴器ＡｎｄＴ曙ａ（_ｈｕａｎ１ｅＩｉｌ６６４

●吉井雅子（ヴァイオリン）
６篭主トｊヴーＦイオリンをはじめ曇。イＪｉＩ:ｉｆと介

鷲見睦群．踊兄二狼| ”〕各氏に円｣ i ｣弔。籠内類を斎藤
秀 雄 氏 に ザ 営 ぶ ° 学 士 汁 乗 コ ン ク ル 山 Ｈ 本 、 中 学
とアニ,部で節，位入賞。桐朋,学伸|高極から柿'叩'音大を
蜂て-束点ブイ，Ｌ〆、一モニー交響楽団に人 |訓した

● 内 田 輝 （ コ ン サ ト 云 尹 ス タ ー ）
東 京 芸 大 卒 。 酉 ド イ ツ 国 立 ケ ル ン 音 牽 ア カ デ ミ

ー 計 ？ イ ス タ コ ス 終 了 。 藍 大 在 学 中 に 壹 宅 賞
を受賞。芋茎後クノティゞ，ク・クラブ新人 ' 賞 を受
賞。’７２年よト）Ｈアィヴァ’レディ合套|､ロゴンサートマ
ス タ ー と し て ヨ ロ ッ ′ ｆ 公 演 ' 二 参 加 し た 池 、 大 阪
フィル．東京フィルなど ‘ と協奏曲を協演。 ' ７７年よ
り 、 西 ド イ ツ、 ゾ ’ ｊ ン ケ ン 市 立 交 響 楽 l 寸 I コ ン サ
ー ト マ ス タ に 就 任 。 敗 送 、 レ コ ド 、 演 奏 会 に
て独奏者としても括龍、 ’ 7 9 年 ‘ ｣ 冊田、リサイタルや
協 奏 曲 の ソ １ ス ト と して 活 踊 中 。

使用楽器Ａｎｄｒ巴aGuar岨ｅｒｉｌ６６Ｒ

● 山 中 光 （ ウ ァ イ オ リ ン ）
東京芸大千二。高杉忠 .ゞ、久躁ＩＨ良作、兎宋龍夫

11 ｣価 l耕作”各氏に師事、芸人在，了嘗中に妾宅賞番受
賞。'7Ｇ年よド）『プィヴ子ノレテ･ィ舎奏団メン〃ざ-とＬ
て各地で活躍一ヨーロ ･ソ〆号公 i古にも参加一第二ヴ

３



が 、 現 在 は 室 内 準 を 中 ‘ [ 鴨 に i 詩 群 して い る 。
鯉用楽器ＭａｔｈＥｕＳＡｌｂ師,ｉｌ６５０

●岡田恵子（ヴＦイオリン）
東 京 芸 大 卒 。 兎 束 肥 夫 ． 海 野 義 雄 両 氏 に 師 事 。

云う豆フ再豈ＦＰ元1士L子』十０，
←← ,，、￥ ｡一Ｌ ､． ‘ - 一ヨロッノぐに渡り、ローマで

アルー＜ルト・Ｉ」シ氏 ' 二、ロンドンでマヌーク・
'寺リキアン氏に師事した。

睦用楽苦Ｐａｎｄｏｒｆｉｌ７４０

●藤本轍夫（ヴィオラｊ
ヴァイオ］）ンを平出忠氏、ヴィオラを土屋邦夫．

岡田伸夫の両氏に師事。上智大卒業後、 1 9 7 2 年 東
京交響楽団#二入団。翌年退団後フ!ルーを経て．１ｓ７G
年 東 京 都 交 響 牽 団 入 団 ． 現 在 に 至 る 。 室 内 楽 、 ス
タ ジ オ ・ レコ ー ディ ン グ で も 活 躍 中 。

●寺井庸裕（チェロ）
単 唖 堂 大 予 。 同 大 手 F 元 手 。 菊 地 陸 、 堀 江 華 氏 、

三木敏之、レイズ・フラン孑一の各氏に帥＋・ ’ ７７
年 よ り ヴ イ ヴ アル テ イ 合 葵 団 メ ンノ ざ ． と して 待 地
でi舌躍、その他室ｌｊ､1乗・アンサンフールi門曲,1Jに怠欲
を兄せ、魂在．イゾ弦楽四重奏 l 寸 1 , 刀メンベーでも
あ豊㈲

仙用踊器ＡｎｄＴＥＣ副皇咽ｇｎＥ１ｉｌ７３７

●今村晃（コントラゐくス）
束宗狸大字。今+･I清一、ｉ-Ｌｕ朝匿”' '１ｌｊ氏に師事

'６７年よりヴィザァノレテ 'ィ舎奏凹〆＞ ’ぜ-Ｌして各
地で活躍。 ’７１年ヴィヴァルテゞィ合毒卜Ⅱ”第一次ヨ
ーL二F･ソ〃ｆ蓋1宙に参加。’7c年か喝'77年にかけて、文
化 庁 征 外 研 峰 員 廷 して 西 ･ ペ ル リ ン ( 二 砿 遣 呑 れ 蜂 ベ
ルノン・ワィノレの首席辞 -街．ライナー・ツェ ′ ざリ
ッ、ソ教授に師事。現住ゞ東京都変響確|､１１のコント
ラ〆電ス箇席毒-苫。

峡111牽器Ｗ･Ｊａｕ正１１菌3９
●析竃均（ ｢ プィオラ）

６ 龍 か ら ヴ ァ イ オ リ ン を は じ め る 。 政 , 堆 野 肖 人
でヴィオラを磯良男氏に帥争。１９７２年９月から'７３
年７月まで東ブイ ’Ｌの i ､ T席がイオ弓奏帝を五〕と釣、
耐73年９月からドイツへ趣ｉｊ、ロイトリンザン市立

交響楽 [州に５坪間入 l 州。エンリ・ソク・サンチアゴ
氏↓こ師事。１９７９年帰四。１９B[)年’１サイタノレ開催。
ソロや宝|A l垂を[ I山し､に活躍している。

使刷楽器Ａ,Ｄﾓ]ａｍｏＹ１ｇ８１〕

●飛山宣雄 ( チェロ）
東京菫大帝 -．同專哩科11基ｒ・膳 l f l 幸夫、カプチ

ンスキー〃>1.1氏に自巾事。．7〔1年３月まで、車甑芸人
鋪師を鍔鋳た。ウィウァルテーィ合奏Ｉ対創立時から
刀メンバー寺、約２心年間、チェロ ”卜、ソフ "奏渭･を
袴 ぬ る 池 、 協 春 曲 鍋 ソ リ ス ト と し て も 多 く ” 交 響
無 t 寸 I と共噛リサイタルも行っている。 ’ 7 ] 年 ' 7 : 1 年
' ７７年と、カィウァルデｆ合奏 [Ｈのヨーロ， ′噌罰宙

Iこ参ウ｣、オースト！ｊ-己は、ヴｆヴァルテ '１Ｕ〕チ
ェロl晶奏曲のソ」ｊストとして電波【二乗一三,た。
イ出lH2騒埼器ＮＦ･ＶｕｉｌｌａｕＴｎｅｌｇ６Ｃ

●前橘由子（ピアノ、チェン〆ヰロ、チェレスタ）
「 自 由 学 園 幼 児 生 播 団 」 で ５ 歳 よ オ ） 音 感 教 育 と

ピ アノ を 始 め る 。 「 桐 朋 学 圃 子 供 内 危 め ぬ 音 楽 独
室 」 で 大 島 正 幸 氏 に 師 事 。 東 京 芸 術 大 学 ピ アノ 科
で 永 井 進 、 田 村 虹 韓 照 沢 愛 子 の 諸 氏 に 師 事 。 卒 業
後 「 Ｎ Ｈ Ｋ 新 人 演 奏 会 」 に 出 演 。 現 在 、 後 進 の 指
導 や 演 奏 活 動 に あ 走 り 、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ の 敏 送 出
i 宙 や伴奏でも輯躍Ｌている。

● 木 村 茉 莉 い 、 プ ）
昭和』〔１年／くり叫立&;2恥院卒。昭和31-h年～44年フ

ラ ンス 留 学 。 ヨ セ フ ・ モ ル ナ ール 、 ジェ ラ ール ・
ドゥ毎オス氏に帥辛口昭扣４，】年日本フィルハモ
ニ ' 二 人 卜 j l o そ の 後 ． 新 日 卒 フ ィ ル ハ モ ニ 縄
成と！Ⅷ｣峠に入|J1。上ｈｌｆＬは所［ドホフイル′、一千二
を過 | 寸 ' し、アンザンプル「ヴァンド ’ ｌアン」カメ
ン〃<一とし口古踞中。

芋



●千葉直師Ｉクラ叩ネ･ソト）
昭和４５午串串芸大卒．｜胴]時に束京鄙麦響楽団に

人ｌ川･昭手Ⅲ４６年９月オスト’ｊｌ玉l享凹費禰ＴＥ生
と して ガ ィ ーン 叫 立 ア カ デ ミ に 入 学 。 Ｒ , イ エ ･ ソ
テル、Ａ ,プ 'ノンツ氏に師事．咄 f l ] ４９年ウィーン国
壺アカデミー卒業と'１１]時に帰国、東琉部交響姫[J ]に
再人l化Ⅲ『拝'１５４年ＮＩＩＫ交響楽l封#二入団。

快 ' # 1 華 器 プュ ” フ ェ ・ ク ラ ン ポ ン

● 星 野 正 （ ク ラ リ ネ ッ ト ）
東京芸大音楽学部および同大学院卒。在学中、

涜宅賞受賞．１９７２年、第４１回毎日・ＮＨＫ音楽
コ ン ク ー ' Ｌ 弟 ３ 位 ・ Ｎ Ｈ Ｋ 「 午 後 の リ サイタル Ｊ
他 、 仙 審 、 室 内 筆 等 に i 舌 鰹 す る 一 方 、 東 京 佼 眠 ウ
ィ ン ド オ ー ケ ス ト ラ の ゴ ン サ ー ＋ マ ス タ ー を つ と
釣、吹奏梨 ｷ旨導や録背等にも意欲的に活動。
１９７７年捜米。インデｆアナ大学音楽‘学部上1ｶ千一とし
てクラ ’１ネ .ソトおよじ時室内染め括導にあたるかた
わら、ヤ、ノシュ・シュタ ’ Ｌケル氏等げ〕術弾する
アーティストテイラロ宝尹コースにて研讃。ニュ
ヨ ー ク、 シ ヵ コ ・ 等 で の 傾 奏 会 に 出 演 、 ニュ ヨ ー
クダイムズ紙等で好司|を群た。１９８１年、稗楽器奏
苫 と して 初 ” ア ー テ ィス ト デ イ プ ロ マ 催 ” 称 号 を 得
て冊|刑１．オーケストラ、聿内華、独毒、そしてＩｉｳｔ
奏鞆と、塵範囲にわだ-うて摘踊している。

●前田憧吉（ファ。'､，卜）
昭和４１年唖〕ilf笠人'ｆ業催．ＨＨ扣・１９年-５〔１年由ド

イツに留学。山ドイツI帝 |立ハノー〃ｆ-肖校 I基了。
クラウス・トゥーネミユン、=山下 ' '零郎氏#二師事。
現 f L 、 東 京 芸 人 講 師 。 ア ン サ ン ブル . ′ で ロ ･ ソ ク．
F・卜Ｆフキョウを結成し糯朧中。
価Ｈ１弓鼎器へツケ１Ｌ

● 宮 本 明 華 （ マル ト ）
東 京 芸 人 を 雑 て、 昭 和 : 弼 年 プ ラ ′ 、 音 楽 院 卒 。

昭扣３３年-３９年チェコスロ鍔<キア、スイスに制ｆ営・
吉111雅ｌも、アンドし・ジヨネ氏に師事。第２６１口l音
楽コンクール管楽器部門第１位。現在零ｒ ､ＩＨＫ斐
群楽団メングく一・Ｉ'｣形大学、［玉|立肖栗太』芋、Ｈ大
芸術･1圭部誤帥．ＮＨＫ学1点I琳師。

金gアトワノレトを鯉111。

●甥 j l 和雄（フルート）
昭f I l 4 1年束求芸ＪＥ大学院{ '聾了｡許 l l i雅夫､」｢ |崎

優、小泉固｣氏に師事一部群_主席毒昌一、ｉ１本フルー
ト協会即事。ｉ吐年ノサイタルを実施するかたわら
地域（批孫ｊ繕-、小１１１１票）”革|勺鞆拙動にノ」をそそ
い-ご･いみ。

●堂阪涜斑（フ雫ゴ･ソトｊ
幼少の頃よｈノピアノを学んでＬ，たが中学'１-己時化

よ ’ｊクラリネ .ソトを始め、人橘幸夫、三局勝輔ｌｊ１
氏に師I半しだ。１９帖３牛車j i ' f些術人'芋附腱音粂箭弦
クラリネ.ソ卜榊に入γ一すみと|両1時に、二' '１平 ’ ､即
な ら び に 父 堂 阪 清 吾 に フ ア ゴ ッ ト の 手 ほ ど き を う
け器。 ’ｑ６６年、東京芸術大学クラリネ ､ソト科に入
学。第３７回毎日・ＮＨＫ音楽コンクール、クラリネ
ソト部門に入選し、翌年第３８回同コンクールにお
いては再び人選を果たした。 ’ ９７０年同学を卒業す
ると同時に | 面 j 大学院フアコ ’ ツト科に進み、又東京
都 交 響 楽 団 に 奏 者 上 して 入 団 。 ’ 9 7 3 年 上 り 同 団 の
首 席 奏 者 を つ と め て い る が 、 生 米 釣 万 能 醒 手 的 性
格を生かしだ、ソロあるいは室内楽そして〃守ロッ
ク 奏 者 と し て ” 広 い 活 躍 は 多 く ” 聴 き 手 ” 心 を つ
か んで い る ｡

●似鳥健毒（オーボエ薄イングＩｊツシュホルン）
束ｊｉ<蟹大卒。ユルグ・シェフトライン、梅叫 i -喪

男 氏に帥串。現在、ＮＨＫ麦響蛙 ﾄ ｵ i メ ン ′ 噂 一、＋
ｊ｜大学講師i･

使用 ,恥器「アュノ､ざン」は日本に５本しかな "、辛
勝。

５



以 前 の 話 [ 老 な り ま す。 あ る Ｔ Ｖ 番 組 に 、 東 京 で - 、
二といわれるホテルの料理長１シェフ)力罫出演し、Ｆナ
ウン '十一の貢問に答えていました。今フランスでは、
多少卜火に裁ったとはＬ，え＜新料理(ヌ÷ヴェ』し、キュイ
ジーヌ)＞などと称する料理力箪-ブームでありまして、な
んのこたぁなL､、懐個風”、つまりて号すね、あま『〕手
を加宅ぬ料理を少置悪料理に鞍一こりや大息ざりすぎ器
皿 に チ ョ コ つ と 置 いて、 な ん と な く 東 洋 釣 神 秘 を 感
じきせる具合に盛りつけ、結構、ダイエット．フ同一ム
も力lIわって、新Ｌモ･ノ好’彗②問て皀rサケてＬ，る'と[カニと
ですが、やは『)本流は、ソーースに工夫をこらした伝
統 的 な 料 斑 で す - な ど と 話 して お ら れ る 斯 界 ｡ 『 〕
第一人者、餌 '尊蝕もなるほ ‘ど、開馬陸氏を史叫呈ふ
くらませたおもも笈 ‘ 、テラテラと１円光りする感情
は．や蛾リ妊士ｊ”食'４-旨inも、「鴨'.Ｆr>オレンジ･ソー
ス 」 や ら 「 舌 ビ ラ 〆 の ム ニ エール 」 や ら 、 き ぞ 旨
いもｐｒ〕喰うてんのやるな．と思いつつ眺いていれ
ば、やがて軽アナウンサー ‘ ご ﾉ ｰ , 問いに「自分 ”食事
は．もう、簡単なもんです。奉内 ‘ ｿ ' 作一三 'た苗 j曲刀
噛 龍 で す ね 。 暁 憩 と か オ シ タ シ と か 。 お 茶 i 由 も よ
くやります．好きだから。」とおっしゃる。ウーム、
と届 . わず唯 - コでＬまった。わかるなぁ、そのキモ
チ。ぼくらだ←］てき、ホラ、勿向商、「，宮j繩フラン
ス判頂土Ｉ上など蛾塞に口に出来ないけオＬど、ちよっ
と 年 風 な 料 理 や ら 手 刀 込 ん た も ” な ど 紬 ( 十 は 、 ム
ンョにＩｌ１純な、栗＋卜・なオカ室、キンヒ．ラとかヒ
ジキＪ〕番つけ、芋的謂っころがしやキュカリと ﾅ
ｰ ﾐ F ･ りめ酢の物なんぞを、こう、体か欲しがろって

カンジ、あるじゃないて､ -すか。や== ,ばあおよな-、
とＴ， ,見つつも、大L，に共感を禁じ得ない ‘刀でし
ＦＥ

＝ ｐ

１ｕＩを言いたいかといえば・音楽、なみです力欝、こ
れにもそんなの為是 ‘ じゃなＬ，か、と』四 . うおけで ﾓ
ｰ ｰＪまり、も -うばらブル ･ソクナー、マーラーを聴く

と い う ヒ ト も 、 虫 い は と ’ ｊ わ け ウ ィ リ ー ・ ネ ’ レ ソ
ン、Ｅ１．ジユェルに熱１１ ’とＬnつたこ１．匹｣、実
は 全 く 別 な ヒ ニ ろ に 気 恥 か し ぐ も ‘ L ‘ に 触 れ る 歌 か
あ ＝ ' て - m 虫 け ( r シ ン． Ｌ Ｌ て し ま う よ う な （ だ か

らこそ逆(二聴く刀がこわ上、上うな）昔葬 i、それ”磯、
ま、ゾノ、いわゆるこ 'ズトテーィスクに収められたテ
の、Ｈ本の： }ｋじゃないか、と ‘世 ､うわけです．たと
えば畳さがり、ＨＨいて旧l色 ,ない孟鍔へ-１丁ぎますわ
ね 。 高 窓 か ら 賜 力 『 射 し 込 ん で く る 今 で ． ガ ラ ン
とＬだ,島舟に一コかればH I i i jの人畦間。為.士011を背
後に、冑い抑、ｌ"ｌＬ､砂浜、緋'刀怯hj〔力奮推力“）まＬ
で、なにやら巾Ｈかけ船主て聖浮かんでおります。二
れだけでもう、なにやら , L , か 椿けてくるような , L ，
時だ(＝なってしまいま１-カ時、蝿にＵｌ]えて、′ ]、戸で
「摂辺の:欣」なんぞＩ」ずざんでみれ_は、白・うシー

ン と 瞼 が 熱 く な ’ ） は し な く も や る せ な く な - う て
しまいます。
ただオュ、二二【弓乢乢ぬられた歌、’ .、ってみれば今の
ｉ｣本人にと-うて ,い ”噸点とも！、える計ｸﾓのか寺かす
が、誰 lべてみれは宍は、そうそう！+ｌ-Ｌ，も“ではな
いとし、うこと１１誕一ｙきまず・ＩｌＨ輪鋤はしめ海のむ
こうからｲl↓'し寄せて彗走文日吋閉化ピア〕波は、Ｊ１雄、
音埖にも岨ぷ。洋幸を｣ⅨトルさもうとするｈＷＨは、
音楽数肯となってあらわれます。H j l拾 l 4 r l〔（１錦］）
から１７年にかけて糟生された「小学 ' '１ ' 1教唯」には
」｢L<も「蛍の光」「庭内干草」ＬＬ樋った外'十lⅢl力ざ、
日 本 面 凸 力 詩 を 伴 って 登 場 し ま す。 二 う し た 洪 肯 を
う｛十たＵ年へ力f、洋塁,力手埜を何基釣、１i'Ｉ化Ｌて、
曰 l 叫 母 背 樂 を 作 る ま で に は 、 あ と し ば ら くの 時 l 山
か‘ピ･要でＬた。
や は り 、 人 止 時 代 か ら 、 と み て い い だ ろ う 。 弘 ' １ １
龍上郎、山l+ {耕神とＬ，った1 '罐出した作的奉]主” i l ｣，
現、典椰肖【二よるｕｊ家的ゾロジェフト＜尋" ; i d J ' j ､ ､誰
I 出猟＞ ” 編纂、鑑へ鈴木三鍾古、北嘘１，１靴１吋誰
八十たおを中 .Ｌ ､とした雑誌＜赤い烏＞の童部連卓1 J
… 。こうした大きな波が、Ｈ本人 ” 感 ，趾に強くＪＦ
えみ数多くの制作を生みだし、略呂１ｋを１曲とて音楽
的な感性を唖たか催眠党ダフさせてＬ聯く・こめテｆ
スク（吉岨駒らオＬた歌由多くも、こ”時代に歯 ' lらオＬ
ｌ皇主-コだも〔乃なんです躯．これこそ力蕃]ｌ本人Ｊ>感
性、とまで賭.たみ且ｌｔか、実はz I - :まれて二内かた、
たかだか７〔｣年しか軒｣ていない.とＬ，う事'迄一二'且'〕

６



二とは私たちに、これら珠 F力歌 ‘ ﾌ ' 数 々力垂いかに
１１本人の,Ｌ ,情を見輻に掬Ｌ，とった名作であゐかの
両止左に他ならないと同時に轌たが造か7 ( j 年で唖円
卒 的 な イメ ジ を 抱 き 、 ‘ Ｌ , ‘ 刀 拠 り 教 と 思 い 込 んで
し ま う 私 た ち ” 感 性 刀 穆 ろ い や す き を も 、 教 えて
くれるのじやないだろうか。
ここに収められた可kのＬ，くつかは蜂現在もなお'｣ ､・
中 ｡ ､股校力戦科吾に軸 ‘ j 、今グ >子供たちにも歌われ
る 。 「 で も き - 、 せ んぜぇ ウ ケ な い ん だ お ｆ ｣ 。
ク ラ イ っ っ - か 、 イ ン キ っ - ” ？ 子 批 た お 元 気 な
くなっちゃうし．由も小さくなっちゃ - ．て毒・そ
二 . 、 < 生今 ‘ 定 ) 教 は j 里 うわよ -、音程とつぱずして
でもとにかく大声で歌 - - , - ご碁。す凸ごく乗しそ一」
と 、 ′ ｣ ､ 学 校 で 音 楽 ” セ ン セ ー や って る 友 人 Ｉ 女 ）
が 識 た て く れ ま し た 。 こ り や や む を え な い 、 と ‘ 巴
司のね。ぼくらか'｣ ､善か-．た頃、これF』ぬEf垢､ ]に
ある ' ' 1 めお寺の鋪が鳴る夕暮虹や、小鮒つれる ' ｣ 、
ﾉ 1が、身近にあナＩ、醜い l土想い拙くこ ‘とめ可能な
近さにあ ’ ）ました。そうした梢況か、今 i 土もう、
元壁 [ 二 なくな - ってしまっている刀たも力、ｆ供た
ち に と って こ れ ら ” 歌 は 、 イメ ー ジ を 仮 言 喧 で き る
範哺をとうに越えてしまってＬ，ろのだ。
日砂青松かキ云雰リ這った銭搗ワニ'一里ンキ絵も、最近
では ｢吉 j 層ホテ ' しを背景にフェニ￥ ′クスそよぐビ
チ．沖には排一ファ j圭とＬ，一コた桂【圭全わトノ
っ王。あると1,う。吐親力罫握るおむすびを対ｌらず、
，、ン〃く-ヴーやスナック集子をおやつにＬて育つ
j良供たちか、２０年３Ｄ可-兆I二心を寄ｌｊ添わせる歌を
｜｜ずさむ時、それはもう、＝ -うした歌 -唾はなくな
っ て し ま っ て い る 二 と 海 ろ う 画 そ ん 室 こ と を 思 い
つ つ こ の ディ ュ ク を 聴 い て い れ は 、 こ 二 に 歌 わ れ
る 懐 か し い l 臥 景 は 、 雌 に 澗 ち 、 消 え か か る 匿 試 椎
み よ う に 、 幻 想 ” 地 平 に 兇 え か くれす る の で し た 。

このディスクで _正しＬ，滴毒をきかせてくれる新ヴ
ィ ヴ ァ ル ディ 合 奏 団 は 、 ｕ 本 で は 敦 少 な い 常 設 の
室内オケストラとＬて活壺 I J する l ､ ｣ | 体 。大きなオ

ケストラグ）メン ′ 守が眺時に隼まって非罰成きれ

るアンサンプノレとは違い、誠,心噂ｱ}j由Ｌ，あい力暫、肌
岬の細かい、息の合つだ合奏を生んで上、ろ．１ ” ］
年、尚'イウ．Ｆノレデｆ合奏団として垂鰐上、矩樫的[二
改組薯れ ､ 「新 ｣ を ﾛ 頁に辻Ｌて今 Hに至っている申
当初はそ内名称 [吾あるように、向礒イガァルディと
そ の 時 代 の 、 い わ ゆ る ′ 寺 口 ， ク 茜 梨 を し ′ 寺 ト リ

の中 ･［ ･とＬていたが、沽踞ぴ〕場 ”拡がり蝉その
臨隅にも理び、古典 f l I E から叫代作品に至るまで、
架 軸 て 力 に { 同 ち だ 演 奏 を き か せ て く れ る ｡ そ め 演
奏 レ ヴェ ル の 高 ざ ば 、 数 次 に わ た る ヨ ー ロ ッ ′ ｆ 演
奏旅１『での語い評価からもわかるように、凶際 ' ｋ
やに j室してお I ) 、Ｈ本を代壷 -する宝1 k ｣オーウスト
ラ ど い - って よ い 曙 ろ う 。 媚 戊 は ７ ” アイ オ リ ン、
２『ヂィオラ、宮チェロ、１コントラバス、１鍵盤
（チェンノミロ他）力１３ヘ潅力華、曲目によって他刀楽
器 巻 加 える シス テム を と - っ て お り 、 こ め ディス ク
で は フル ー ト 、 オ ー ボ エ 、 ク ラ リ ネ ッ ト 、 ブ ア ゴ
･ソト、ノ、 -プを加え、厚みのあみ草やかなザウン
ドを作一』ている。

指揮者旱ﾉ l l正昭は I p l合奏別 ”筒11識者。東唯人竺≠戦
ぴ 虫 京 芸 術 大 学 で 学 び 、 作 曲 を 艮 拝 川 良 夫 ． 指 揮
を姓辺暁雄に師事。結成Ｌ１半、Ｉ前1合奏l寸|を･手出に
か け て 育 て 、 瞬 き ぬ か れ た 級 ” ア ン サ ン ブ ル に
育てあげた功繊はノ豆きい。作曲幸 ‘上Ｌても「レク
ィ エ ム ・ シ ャン ティ 」 「 折 ’ 」 」 な ど 、 血 外 で た び
たび i宙奏きれる i l : 1Wを作り、瀧Ｈ吾れるイ1 -群。こ
の子 " イスクに聴くアレンジも、催 ” 丁 - に なるも ” 。

「宵侍卓」「外とんぼ」「出船」 ‘ ”調は、赤尾三千子
きん”嘩誼。，首j桟 :１ r l - -毎時、ラジオで･耳にＬた噸
繭刀響きに感卓｣ l 、国 _ h ﾕ肖築大学で樂哩を学ぶか心
わら、能愉春脅芝祐靖に師事。唱７２年、 ′ ｣ ､ i R f ｣ ' 1函
指押のサンフランシユコ群と此』両して絶撰を博すモ
､１虫毒、オー・ケストラとの共i由、碓樂、地_典皷｣坐と
のジ訂イントヒ、郡唯 ‘刀杵に ‘とらわれ器 ,二となく、
ジ苛一ﾝ ﾉ ﾚを超えた満罹は､ｆｌｌ繭の地平を鉱けご新
らしＬ，可能性を , I弓すこ ‘上内陸一f l l繭詞鮭力をぼく
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独曲の吾さ力ｆｌナといえる11:古,'１だろう。
椰 子 の 実 作 塞 ・ 歌 人 島 岫 鵠 村 毎 斤 寺 味 「 器 抽 珪 」
に収められ心詩に、大 ! | ，宙二が1 . , ﾅ 咄。ＮｍＫラシ
オ「I王｣陛呂伏揺」で、Ⅲ『{判１１１年に発衣きれた。
浜辺の駐「背侍竿」と同年に発喪？｜玉 l 文学謡林 ‘ I ’
喪７〕蒜↓二、「カナｊヤ」グ〕ｲiTNI門･て‘もある｜ﾄ|立凸
楽学抵独授I｣比!Ｈ為二力嘩f寸曲画捜睦椎‘i二を]岨’１、’Ｈ
猟教材となる。
夏 の 思 い 出 こ の 曲 だ け が 弟 ２ 次 人 戦 俊 力 作 ｈ [ ' , 。
新しい好情 I圭纈 ]輻江１，にＵ牢を代些す曇歌曲のひ
ヒーン．汀閖章ｒ‘’ ' '111喜直により、Ⅲ''１判２１年に、
ＮＨＫ「ラジオ歌謡」ぬた鐘に作らオした。
赤 と ん 瞳 大 止 ｌ ( j 斗 作 。 三 木 蕗 凰 ・ 山 卜 Ｈ 耕 作 と い
- う当時節一級の２人によも牽謡。鰹茜、ハーラ ≦
ヴテイオ１１ンとゞ４ロテ・イカ茸二倣いつがれてゆく-
夕焼小焼人 ｣服１２年「あたらしい菫固出」に姥よ．
詩は野Ｉ］巾情 (圭帥事した中村巾判 _、曲は腿野師範
学恢ﾋｱ’数円I|'定-フ定草l｣lｲ高。
叱られて「酬上が鳴る」「在グンj:罫碇」等を苗|｣つだ清ﾉｋ
かつら。’匙山地太郎のコンビ峠ろ１１上,Ｉ , ' ,。大正口
年、雑、１．「少女曙」に｝凹市ｒこれた⑰
宵待草拝情 1曲 1 ' 卒 とＬて人誼 ‘ 刀 あった竹久夢一は
．方で韮 < の瞳 ｵ Ｌた詩を鐘している - 大１１２年尭

垂 画 蹄 に 、 ウ ァ イ オ ’ ’ 二 ス ト と Ｌ て 澗 跳 Ｌ で い た
多 忠 亮 か ｢ 寸 曲 し ､ 人 止 7 年 に 篭 去 ｡ わ ず か 郡 1 丁 の
語に、苦き｜ｌの恋のやる計士さ･考力曾込釣られている。
荒域②月’１'学『川1世二伏教糾苦師課組錯（上１１晩翠）
'二滝照太郎が曲を一三'け-ご応韓、Ｉﾘ1輪:狸:『-‘ '二焔撰さ
れた。酋厚な弦”111J秦かウ'一ＦイオI）ンの独奏を導く。
出船 ′、一フⅡ”アル季､ミシコによる I i i j 鼻６二 ” - - ’て曄
笛力噸美しい･人11 ﾐ ’１年特 l f I辞Ｈ（品）-杉 l l l腫谷夫
(曲・「花嫁人形Ｊも作曲）によ-って倉' 'られた力ざ、昭
和３年、離曄岳汀ｍレコードか篭 ‘ , ℃ざれ -ご女学斗う
”| : 1に l主まった。
早春瞳人｣l弓２年検主教科- ‘上:：「斬作111 ' ,猟」軸：ｌ
柴に収められた。占』L一邑の詩に、h i 1卜Ｈ喜直”父・
中Ｈ | 車（当時東京音楽学陸戦接ｊが作曲したもの。

耳 雇 健

らに数えてくれたといってよ ‘ 、たる昂〃 ､ 雛年、塑
仲I選奨文高j人浬斬人賞を受‘質してＬ，る．

「＃号辺の:1K」「早春砿」刀２曲で、しゆうさえ三ざ
ん死 ' 二 供がさげる ” も楽Ｌみのひと二 ' ･ ワル不一ム
よ’ノ「さつ二おねえさん」とい之ぱ征l ｣ｆ了知‘むちも
韮いい１． ”あ刀討ⅢＫ「おかあざ八とい -つＬ上」
‘刀、うだのおれ之言ん（第ｌ１ｆＵなのた。、部１年か
らの２年Ⅲ｣、・子供たち‘ヒ緒に二fうぐＬ，遊ぶき-フニお
抱 え さ ん ③ 笑 鼬 は 、 Ｔ Ｖ を 通 じ て、 子 ｢ 比 た ち に と
ど ま らず、 お か あ ぎん （ お と う ざ ん？ ｊ ま で も 、
すつか ’）フアンにし -ごしま -つた。そのｲ皮久、実は
東 取 芸 術 大 学 角 楽 科 で 学 び、 蓑 人 安 宅 歯 を 受 賞 Ｌ
ね経誰を痔一J，クラシック畑L ﾌ〕人な ”た ̅。こ ‘二で
はそ の 本 領 を 発 揮 、 吾 わ や かで 気 取 り の な い 計 k 唱
をきかせてくれる。

晶佳に紺 ’１について簡単に〆モを己巴Ｌでおこう。
故郷「おぼろ１１漢」「紅葉」「存が，ｋだ」「伝の小II」
御ゞ刀据作を残しだ,會浬Ｉ腫之・Ｉ出l野口一噂ﾌ､コンビに
よるえ部首m j HR o人止別牛作。
さ く ら さ く ら 古 謡 I で あ り 、 作 詩 ・ 作 曲 番 〈 よ 今 に
伝わっていなＬ ,。弦に乗ってチェン鐵喀ロカ茜分散和
音を師↓ j 、柊 ” 花 E , 時らゐ散りゆくざまを忠わせみ
チ ュ ー リ ップ 作 詩 者 不 面 干 。 曲 は 「 う み 」 を 作 っ
た丼ト .政ｈ言によみ。外釆橦の花を歌い、碇津もＵ
卒p r〕音階を使っ-ていないたい、外 l哩1曲 ”よう仁岫
こえ墨。 ′＜ロ･ソク作鈷刀アL-グロに似だ¥楯曲が、
新鮮な魅ノｊを士んでい尋。
こ の 道 北 原 白 秋 ， 山 I + ｣ 耕 作 に よ - っ て 作 ら れ 、 人
止１５年、雑誌「 " A ; い烏」に拙軸暮れた。けして古
び恐 ‘二廷のないキｉ情に i益ｵＬた詩と、アクセントを
損 な わ ず 埋 伏 的 な 感 覚 に 獅 角 た 曲 は 、 竜 謡 を 崖 術
”域↓二まで,自〕ぬ、不朽の光を城一．ている。「か向た
ち幻佗」『芦ベチゥ」「符ちぼうけ」等、こ”ｚ人の子
になる梧作は多い．
# 戎 ヶ 島 の 雨 口 秋 の 詩 に 梁 山 貞 が 付 曲 ｡ 人 止 １ ２ 年 ､
新作歌曲粘土会で倉11叶｣,された｡１１本に庁､け畢芸iﾎＩ
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よいのですが ､ 今 １１のようなアンサンブルでは
な か な か む ず か し い で すよ ｡ 例 え ば 譜 面 で フ ォ
ルテと '８１ :いてあっても確緬では低音は出にくい
の で す。 独 奏 の 場 合 は 風 の 音 で フ ォ ル テ の 感 じ
を f l I l すことはできても今１１のような録音ではそ
うはいきません」
私 に は 、 宵 待 草 " の 篠 摘 力 替 ソ ロ か ら オ ー ケ ス ト

ラ の 伴 奏 に 廻 っ た 低 音 の 進 ｲ j が と り わ け ス マー ト
に 感 じ ら れ た の だ が ､ う ま い 演 奏 に は そ れ な り の
１人があ- ﾉてのことだと感』L ,したf欠第｡
. f ' ' １ 船 〃 で は 驚 く ほ ど 鋭 く ､ フ ォル テ で 演 奏 さ

れた。客啼で I酬いた私のｕ ,には赤ﾉ色さんの演奏･家
と して の 資 髄 が よ く 衣 わ れ て い た と 思 っ た ｡ と こ
ろ が 本 緋 に な る と 音 秘 は l オ ク タ ーブ． 下 げ た 演 奏
に決定した。
赤尾「｜ |本の禰は音量的には1廿界のどの笛にも負

け な い 人 き さ を 持 っ て い ま す ｡ 録 音 で は こ の 特
及 を f l j , す の は 人 変 む ず か し い よ う で す ｡ 私 の 力
で も I : 犬 す る の で す が ､ . Ⅲ 1 , 船 " で は オ ク タ ーブ
トーげてメヅォ・フォルテでp欠きました｣

が ﾉ 邑 さんの篠禰の音の魅力はレコードでも聞き
取 る こ と は 小 米 る ｡ が ､ そ れ 以 L に こ の 演 奏 家 の
ハニ乗に対する迫力というものが高のなかから呪わ
れ て い る よ う に 思 う の で あ る ｡ こ の レ コ ー ド が そ
れを表Ｉ ' '１させる技術的努ﾉＪを積み重ねていると私
は思うのだが。そしてｉｔ} '１昌系の装擶についてもわ
れわれは努 ﾉＪと I竜夫をしてみたいと思うのである ｡

よけいなお l 1 I g 紙といわれるかも殉 Iれぬが ､ステ
レ オ 装 祇 の 詩 を 本 質 的 に 改 善 さ せる 方 法 が あ る ｡
それはレコードを §屯裁の ﾉ ｣ でなく人間の指先で廻
す ｡ とくに 4 5 1 ' ' 1 転 レコードは廻しやすい ｡ 赤尾さ
んの城迪の要素はその方力聟 J l l や すい ｡ フォノモー
ターはいかに人切か力ざわかっていただけるだろう ｡

早 ﾉ | ’ さ ん ､ 新 ヴィ ヴ ァル デ イ 合 奏 団 十 内 田 さ ん

私 達 、 音 楽 マ ニ ア は 音 楽 の 演 奏 の 頁 . っ た だ 中 に
人 って 音 楽 を 聞 く こ と は な い 。 い つ も ス テ ー ジ と
客席の I婆 l ｲ 系という或る即離を保って聞いている ｡
そうした , ' , ' . < からは響きのたっぷりした音が好きな
人達力ざ多いのである ｡まず今１１の録音はアナログ

インタビュー

赤 尾 三 千 子 さ ん

現代はフルートに代衣される笛フ． - ムである ｡
だが私達は篠鯆についてはまったく知らないといっ
てよし､。そこで．赤｝せさんにまずこの点を弾ねてみる｡
赤尾「篠諦は狐ノリの木期から１１脈台にかけて'１ﾐまれ

た繭で踵ⅡⅡの仲冬のためにｲ1=られたものです｡
能 の 地 稲 は 竹 を は ぎ 合 せ て 作 ら れ ま す が ､ 篠 禰
は竹そのもの力菅使われます」
レコードから世 l か れる篠鯖の音色は I 宙 い音稗で

あ り な が ら 楽 朴 な 響 き が 魅 力 で あ る ｡ 私 に は こ の
音色は江 ﾉ i を越えてはるか刀築の !Ｉ , . 代にまでイメ
ージがつな力静るように思える ｡

赤 尾 ｢ 苫 か ら あ る 竹 と い う 材 壷 よ り も 、 蒲 ' ｷ ﾐ 時 代
に あ っ た ｆ ミ ｆ 咽 の 上 禰 の 音 の ｲ ﾒ ｰ ｼ に 近 い と
，W､います。ですから音秘のイミ''１１１Iさ､汗域の変
化 で 起 る 音 飲 の 蛎 減 が あ り ま す ｡ こう し た 特 ‘ 性
を l Ⅱ I 神 に合せてコントロールするところに演奏
の 皿 犬 を こ ら して い ま す 」
赤 ﾉ己さんの篠爾を |川くとその曲Ｉ |の優しさのせ

いもあって簡１１１-にﾛ欠けそうにも感じられる｡
赤 尾 ｢ 菰 糀 に 持 っ て 歩 け る 乗 器 で す か ら そ の 点 は

９



中 ' L , で ､ か つ デ ジタル 録 音 も 並 行 して 行 な わ れて
い る ｡ ま ず 音 楽 家 の 立 場 で の ア ナ ロ グ と デ ジ タル
音の比較からうかがってみる。
早川「１日い録音､ないしは１日い型の機器でアナロ

グ録音を聞くと多少 I まかされた部分があること
は た し か で す ｡ し か し ､ そ の 方 が 演 奏 に つ い て
想 像 を 働 か せ て 聞 く と い う 楽 し さ が あ る よ う に
思います ｡テ．ジタル録音はとくに1 , 1分達の仕事
は く っ き り は っ き り と 録 音 で き ま す か ら 内 分 達
の ミ ス も は っ き り と 出 してくれ ま す。 そ う い う
点ではたいへん勉強になる」

す ｡ 商 を 立 ち l ･ り よ く 発 す る た め に は 瞬 間 の な
かに高い周波数成分力笛含まれなければ成り立た
な い こ とを 考 一 える と ､ デ ジタル の 限 定 き れ た 帯
域では足りないこともぢゞえられます。先だって
新 聞 記 宰 で 人 間 の 聴 覚 に は 実 音 で は 5 万 ヘ ル ツ
まで尚1えるという与･えがありましたが、もしそ
う だ と す る と た し か に 注 意 せ ね ば な ら ぬ こ と だ
と思います」
新 l且Ｉで発表された実験は､陛族音楽の楽器に含ま

れ る 高 次 高 周 波 成 分 や ガ ラス の 割 れ る 音 を 聞 き と
る に は 広 い I 姉 皮 数 成 分 が 必 要 で あ る と も 記 さ れて
いる ｡ 今 １１の篠禰のような音もその特質を表わす
ためにはアナログ方式力ざ適しているのではなかろ
うかと夜IMIをIfIIける。
早 ﾉ | l ｢ 内 洋 音 楽 で は ′ ぐ ﾛ ､ ｿ ｸ 以 前 の ﾙ ﾈ ｯ ｻ ﾝ ｽ

音 楽 ないしはその楽器にはこ ｵ Ｌ は東洋の響きで
はないかと思われる高周波成分の多い音が ｵ 尺 l l l
でて米ます ｡それ力奪 ﾉ竜ロック時代になると音の
脂 I 【 ' 】 としては礎んだ濁りのない音、ビビリの
少 な い 高 鷺 に な って 来 る ｡ こ れ は ﾖ ｰ ﾛ , ｿ ﾉ 寺 の 合
翻ｉ晶義が求めた絲釆なのでしよ=）ね。たしかに
音の傾 I f , ] と しては澄ませすぎて味わいが薄くな
るという何 { I 【 ] l は出ると思います。ちょうど米を
とぎ過ぎて ' ' 1 米 になりすぎると味わいに欠ける
と い っ た も の で し ょ う か ｡ し か し 、 そ の 傾 向 は
あ っ た と し て も ､ 演 奏 上 の 工 夫 で 音 の 変 化 を つ
け て 響 か せ る の が 私 達 の 音 楽 家 の 仕 事 の 一 部 で
もあります」
話がはずんで来たところで￥ ﾉｌｌさんの編曲手法

に つ いて う か が って み る ｡ そ も そ も こ の アルノ ざ ム
はＤＡＭレコードの企画スタ ､ソフの永年の夢であっ
た１１本のメロディーで 1枚をまとめるということ
で あ っ た ｡ 優 し い メ ロ ディ ー で ど こ に で も 丁 に 入
るものであると思われるのだ力㎡、やはり一連の企
l呵の '１１に独 r Iのものがほしいというのは企 l呵者の
願 い な の で あ ろ う ｡ レコ ー ド 企 画 は 1 0 年 も 総 つ と
独自の技術的手法力ざ積み重なって来ることでもあ
る し ､ こ の あ た り で 是 非 と も 〆 一 ジャ ー ･ レ ー ベ ル
とも勝負したいというのがＤＡＭスタッフのいつわ
らざる気持であろう。
早川「 ﾉ 寸口 ､ ｿ ｸ ･ ア ンサンブルと日本の楽器はⅢＩ

デジタルかアナログかのどちらを取るかは私達 ､
オ ー ディ オ ･ マ ニ ア が よ く 演 奏 家 に 向 け る 質 問 で
ある。しかし、たいていの場合 ､ 旱 ﾉ | | さ ん の答え
と 同 じ よ う に ク ール な 答 え が も ど って 来 る の が 普
通である。演奏家はくっきり、はっきりという日月
解なテ ' ジタル音のポイントを評価するのである ｡

そ こ で も う 一 つ こ の 問 題 に 突 込 ん だ 質 問 を 重 ね
る 。 私 力 ぎ こ の ｼ ｬ ｹ ｯ ﾄ で 話 し た 声 楽 の 抑 揚 の 変
化 は ア ナ ロ グ の 方 が 出 し や す い と い う 論 で あ る ｡
するととたんに￥ ﾉ | | さ んから手ごたえのあるレス
ポンスが得られた。
早ﾉ 1 1 ｢／く ﾛ ｯ ｸ時代の音楽にはレガートという与・

え方力靜無かった。譜面にある一音一音力苛音の立
ち上りよく発音されるように考えられていた。
そ れ は ち ょ う ど 人 間 が 言 葉 を 発 す る よ う な も の
でレガートでは意味力笥とりにくい場合がありま
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ｉ二もよ＃）土すが、比轌的音睾的な融合が言｜↑ｊや
すい｡ r ]です。なぜならもともと111隅もの lm l志だ
かF』なのです-今 l叩 I ”歸曲のなかでは、､ j + h恥〃
力ざモダンなアレンジですからこれはＨ本銅罐笛
と 廿 質 内 点 で 対 塒 関 係 に 作 ら れて い ま す。 で ｒ
から媒笛には晶初（リグ、一十トル）では一番吉Jい
高域で i寅奏ＬてもらＬ，ました．それ {よ会場では
具合よく響いたのです力蕃、ソロのマイクロフォ
ンには､二心商い閂はうまく入ﾄ）ませんでＬた。
そこでｉオクターープ岬げて揃箒してもらったわ
けです」
だ し か に 、 ピ ･ ソ つ ロ に も 出 せ な い 独 特 の 響 き は

たいへんな魅力ではあったが、モニターに 4 . まこめ
味わい，は入うて喉なかったのである。マイクロヲ寸
ン を ふ く い て オ ー ディ オ に は ま だ ま 塔 や ら な く て
はならぬことが沢 l l l あ 器 , ものだと感じた f 欠第であ
る。、二”一件に関｡里して甲-J１１畠ん力寸回口ぃ話を［ー
出した - Ｕ本上両 i 羊刀違いについてた - ．
旱j I｜「かって私はご･ソゴロもⅢえIナる（氏はた、、て

いぴ〕踊器を演奏する才能を持っている）ところ
から能菅（龍舶）を晋 -コたことか壷 ]ろのです。
他にも士徒かお卜 ､まＬた力茜、なかなか音か出な
、、。私は［Ｉを工夫してたやすく皆を出す己とか
沖,束たのです。自分でもぞ‘刀響彗はよいと噌 . -二，
た の で す。 と こ ろ が 先 牛 は そ れで は い け な い と
Ｌ，う．１１ ' , せない音を懸命に出す姿が無い。生
懸 命 ” 姿 が な く て は 閂 に な ら な い と い う ” で す。
音は出ても誠 j 且が無↓十れぱ駄目超些教えられた
の で す． こ ” 点 士 f 山 i 羊 ” 合 理 聿 義 と 日 本 ” 精 神
圭 義 と ” 速 い で し ょ う 輻 」
い、われてみる上 ,# ;尾きん ‘刀演奏”妾ｆ二ばこうし

だ {玉抗い型が訊迫となって王h l われていたように感
ず る の で あ る 。 二 一 寸 し た 異 質 ” 轆 器 ” 対 比 些 か 人
間”気迫が今ｋＩ｣ぬ［)ＡＭレコードでどこまて｡出せる
か。こオＬは乗しみな二とでもあるし，われわれそ
れを聞くｌＨｌｌでも装置の工夫で少しでも信号要素を
多く引き出す努ノＪをしてみたいも ”た。

ここで新ヴィガァルテーｆ合毒凹鉤今後の話劇 Jに
つ い て 尋 軸 て み る 。 二 ” 罫 青 が 潤 む と １ ヶ、 間 | 司
内の油奏ツアカ笠侍ちか士えてＬ，るそうだ。
早ﾉ |」「海外からの州騨の弓古はベルリン、オースト

リ 群 か ら も あ ’ ｊ ま ず。 幸 い に 私 達 ア ン サ ン フ
ノＬの両．':価は扇ぐ、ギャニンティ＝･ｸ〕レートも上
１，のです。ですか飢幸運賃までもふくめて黒字
にするだめにはヨーロ,ソ ′ぞぴ〕滞在は１ヶⅢ近く
ならねばなりません。そうするとメン〃く一のな
か で は Ｈ 本 の 他 の ス 今 ジュ ' Ｌ を こ な せ な く な
-うて[ ｰまう嶋合があ『｣、その点だ鼎か問題です。
私崖ごＺ１ｉ宙奏か響きのよい宮殿E巧ロビーのような
ところで出来たら上思います。演奏はどこでも
よい ”ですがやはりヨーロソ ′母で勉強した人 j垂が
多Ｌ，ですかドフ親しんだ蝿同卜１毎演奏できることが
喧しら、ですね。そオＬとヨーロッ′ｆ ‘ ”人達は音楽
” 楽 し み 方 が 違 い ま す。 こ れ が 私 達 を 大 変 幸 せ
にしてくれることです」
たしかに、Ｕ本的場合は西洋音楽とし、うと敦養

を身に-つけるという" f嘗 |川”分野腱入れてしまう。
演奏を十るへ』菫は学ばね曄ならぬことは多いかも
知 れ ぬ 。 し か し 、 わ れ わ れ 聞 き 手 はそ れ を ど れ だ
け i 凡山踊しむかということがポイントである。こ
のアル少苛ムなどはその点毎〕橋蛭しとしてはまきし
<適材といえよう。
早j l l「私1垂の演奏と海外 ‘工 ,一流団体、例えばイ・

ムジチの録音も .ふくめてｒＬﾌ 'イヴァ ’Ｌディの四
季 を 聰 き 比 = ＜ 船 の 人 j 幸 に ブ ラ イ ン ド で 投 票
Ｌてもら -つだことがあり主す。する ‘と私達の演
舞に一番票が堅まったことかあｈ）ます。これは
潤奏 ” 上 手卜子と卜、うことよりも、日本人 ” 作
『」出す響專がピこか l j本 F Lの聴覚に一致する点
かあるたぬだと兇ていまず。

これから幻日標としては今だ世② I i l に 知 られ
ていない『心７'イザアルディー②曲をどん壁ん楢毒
すること、そオＬに邦人作品をもふくめて海外で
やってみたい上思ってし、ます．私達はローマン派
”作品でもＴ＝ lとして i両奏寸るテクニックを持っ
ていま -す．アン＋トンブルの数が少ないだ崎に壗
奏はむずかしいですか．音②純粋件を僻つ二と
か出来ますからＬｌｊって細かな畦を111,しやすい鉤
で す。 そ れ 峠 、 実 は ヨ ′ 、 ン ・ シ ュ ト ラ ウ ス ” も
めもうまく出米る自信力箪あります。ニオＬも一流
Ｌn体と餓一’てみたいこ‘とです」
早 l l ざん ”夢は大きく ､罰．くらんでゆく。合奏団
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内 碗 も 苔 も 二 と な が ら 柴 め あ れ た 乗 器 群 が 飛 び っ
切 ↑ ） の 流 品 そ ろ い な めで あ る 。 こ れ キ コ ン サ ー
ト・マスター銅内田彗んに尋 ｵ』てみる。これで張
’ｊ切らなかったら楽器に申Ｌ分けな↓，くらいの銘
器群だ。
内田「私の楽器は１ＥＣＳ年 ”ガルネリウズ。フラン

スで貢･ったものです。だL，たい団員の乗器は１６“
年｛にから］７１]０年代にかげて｡'〕イダ’１ア物です。
というのは年代力f揃うと音色か整って来るダニ】で
す。時おﾄ）エキストラメンノく-て ｡こ ‘ ”傾向と違
う楽器か入 l 」まずと、そこだけ音 ” - 谷 にな己て
唾 え る ” で す。 私 ” 他 に 陣 ガ ! ] アノ、 有 鞘 ' 二 な
ったガダニーニなどが柿 i 一 . ています。但し弓は
廷とえイタ」」アのストラデｆ ′電 '１カスでも恥Ｈ
です。これは伝統的4ニイタ ’ｌ子よ＋ｊもフランス
もツ〕がよいと烏、うことになっ-ごし、主す。だいだ
い楽器よ卜）もｌ(叩年時fｔか言か̅った時点グ:'もの力富
多いのです」
二昔も前切話だ力嚴、Ｈ卒〈刀一流オケストラ②

コンサート，寺尹スタカ製ストラティ／竃リウスを買
一｡たということが ｢ l 刊新聞の話題にまでなった ､＝
とがあ一コた。だが今ｕではアンサンプルグ)メンノｆ

にもイタリア ”銘器力叫 n i l ぅ時代になった。＝れ
はいかに新ヴィウァルデイ合奏団か白分 j 圭 刀音色
を美しく整えるかに苫ゞし ‘Ｌていみところで、お金
のIH1鵯とか見栄で捕IえたものでなＬ，ことは彼等の
音楽に触れてみればすぐ ･に聰きわけられ曇ことだ。

日本は工業文日月でも欧米のお株をうば -．て世界
に1古躍している。 ‘三うした面畦日常的に報じらオＬ
ること造か、い -コだん文化面になみと話題はぐ-コ
と 挟 ま って し ま う 。 し か し 、 世 “ 中 は _ L 業 的 な 稲
ノ」も文化 ﾂ ｺ 発展も同じ社会 ”なかから隼まれて来
る も の だ 。 ど 角 ら も 大 事 に お 京 い に 励 ま Ｌ 合 って
進 んで ゆ くべ き だ 。 文 化 も 丈 n 円 も 社 会 ” な かで う
まく ′ くランスかとれて ‘ こそ鯉碓的な世の中になる
'〕だと思う。早 I I l きんもインタビューで己古 I -だヨ

ロ， , ′ t駒舞旅１丁に苫 ‘ L ,しておられる。海外で貿
易摩擦を起Ｌているような業界がこぞって 1心接し
てやつてよい時期に来てい鳥ように思う。

コ ン サ ト ・ マ ス タ の 内 l Ⅱ 茎 ん に は Ｉ ｉ Ａ Ｍ メ
ンバーUr〕ために興味深い話かある。演奏の合し、間
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に世は - Ｆイクロフォン ” 王 ､ タンＦ釣位置を調整Ｌ
た り 、 床 に お か れ た ミ キ サ の ボ リ ュ ム を コ ン
トロルしている。ｉ寅奏家か錘苛スタゞ，つめ手ｆ云
い を す る こ と は ま ず あ る ま い 。 す る 上 妓 は 聴 埋 を
の↓ ) 越えて日分内気に人 -．た音を作っているのだ
ろ う か 。 私 畦 ま っ た く 弧 に つ ま ま れ た よ う な 想 い
であっだ。だかよく兄らとたしか匡彼Ｊｚ ' 千にして
L、る＝ 'イクはノイＦ＞Ｈ７のようなブロ‘刀使うライ
クではあるが卓睦ＥＭＩ ”マ陰イクセ￥ ,ティンダ廷は
違うラインであるらしい。 1 1 1央のソリスト薄それ
↓こ少し離れだ〃、-ブーチェン ′喀口等に-イクロフ
寸 ン が 配 置 して い る -
内 田 「 い や 風 か 1 . 1 か れ ま Ｌ た か ･ し か Ｌ 、 こ れ は

ス タ ジ オ ” マル チ ブース 鉢 音 で や って Ｌ ， る こ 上
と形か似ているので、誤解を受ける摺寸れ力 ‘ある “
で積極的には話をし -ていません。
私達のアンサンブルは演奏会と|面 lじ七・鳶 ′ティ

ン ケ で 録 音 出 来 る な ら こ ” よ う な シス テム は 必 ・
要ありません。しかし、誌音サイドグ〕都合で "、
一 プ、 チ ェ ン ′ 寺 口 を ア ン サ ン ブル か ら 遠 い 位 置
に 孟 か れ ま す。 ば ん ‘ と う ば ワ ン ポイ ン ト ・ ＝ イ
ク で も こ れ ら の 楽 器 が { よ っ 当 り と す る な ら ば 問
題ない刀です力 f ，児夫はそ - ｊはいきまぜん .
そこで眩のアンサンプルゾ〕ヘ達はイヤブＴンを
耳 に つ け 、 そ れ 等 ” 遠 い 楽 音 を 猫 毒 会 ” 場 合 に
笠するように近づける［夫壬してL，るめです」

そ れ に して も 高 雑 転 機 材 を 鯉 って い ま す ね 。
内田「最初ばきつか＃ナを - - J かむだけでもよいと考

えました。しかし、演奏してみると閏 ‘ ” ｢ 冑 j い 音
でモニターしなければならない二と力曾すぐ {己解
Ｉ」ます。ヘーーフ｡でもチェン〃守口でも磯幟的'二１
ズムを作一っている ” で なく、たえず音色を作り
ながら梢巻しています。アンサンゞプルする討手
J 〕 こ う し た 音 ” 劇 J き か 為 か ら な け れ ば ﾀ ｲ ﾐ ﾝ
ｸ も 剖 ま く 駆 れ な い わ 崎 で 十 Ｊ
内 田 さ ん は も と も 里 メ カ マ ニ ア な めで あ ろ う ．

ベ ル リ ン 時 代 [ こ こう し た ユ イク ロ フ ォン を コ ツ コ
ッ買い単めで侍って '吊ったそうだ。私はこ ,ゎ ﾖ舌を
剛いて大変嬉しくなつだ響とＬ，う ‘刀も蜂か一〕て私
と F Ⅱ ' ' 二 代 " 捕 奏 家 j 主 は メ ゥ ニ ズ ム ・ ア レル ギ の
へ力f多く -ｉ由奏は i由奏一録音は商売のたぬ ,刀手段

、
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と 割 り 切 っ た 弓 ･ え 方 の 人 が 多 か っ た 、 勢 い 、 ス タ
ジオ什 ﾄ ﾘ f はやっつけになる。メカに興味力ご煙けれ
ば「どうせわれわれがいい音を J 1 ﾛ ' して もマイクに
は 入 ら な い 」 と い っ た あ き ら め 力 ざ 先 に 立 って し ま
う ｡それでは ﾉｋ久に演奏と録音の1 1 1 1褐の進歩はな
いわけだ。

ところ力客、１人I l I Iさんのような荷い音楽"末は様ｒ・
が 違 っ て 来 た ｡ メ カ ニ ズ ム の 洗 礼 を 受 け て 育 っ て
＊ た か ら だ ろ う 。 鉢 商 と い う イ l : 撫 で も 自 分 達 は ベ
ス ト を つ く し て い い 音 、 音 楽 を マ イク ロ フ ォ ン に
送 り 込 んで や ろ う と い う 前 I f ] l き の 姿 勢 だ 。 こ れ が
あると無いとでは紡米は大きな違い力曹 '１そまれるこ
と は い う ま で も な か ろ う ｡ 新 ヴ ィ ヴ ァ ル デ ィ の 他
のメンノざ一連も I ‘ I 然な姿で |人】 l l l さんのシステムか
ら送り拙さオＬるイヤフォンを耳にかけていた。 ’ ' １
主 的 に は じ め た こ の シス テム は ま だ １ １ が 浅 い そ う
である。し力．し荷乗家力ざハードウェアに『貴極的
に な っ た と い う こ と の 具 体 例 は そ こ か ら 断 粋 の | 廿
界 に 新 ら た な 技 術 的 ア ピ ル も ' ｔ ま れ て 水 る こ と
もｆ測できる｡ｌﾉ､J l I lさん力ざんばってトさい。

し ゅ う さ え こ さ ん

モニターを j 血 じて I 趾 l えて米る彼女の声はふっく
ら ふ く ら んで い る 感 じ 。 折 で 押 す と ブ ､ ル ン フル ン
とはね返ってくる1Ｊ観のオ ･ソノぐ ｲのような抑 ﾉ j ’ 性
を 持 っ て い る ｡ マ ザ ー ･ ｺ ﾝ ﾌ ． ﾚ ・ ｿ ｸ ｽ を 感 じ さ
せるｊ箭質だ。ＤＡＭのスタ,ソフもたぶん私とl ‘ j 1じょ
う な 思 いで 彼 女 を 起 ) I ｊ し た の で は な か ろ う か 。 と
こ ろ 力 ざ 実 降 の さ え こ さ ん は スリム な お 姉 さ んで た
い へ ん ス マー ト で あ る 。

まず、凹分のﾉ : 'の妹‘ ' ‘ ﾛ . , §からI酬いてみる。
さえこ「ＴＶや ﾚ ｺ ｰ ﾄ から聞える！』１分のしゃべり

声はノ、スキーなのにぴつくトノします。1 . 1分では
そ う で も な い と 地 ' ､ って い る の で す が 、 や は り そ
うなんでしょうね」
たしかに、渦い人に多いキンキンしたかん ｢ f f j い

声の成分はない。 I 吐竹 §本能をくすく - る声であるこ
と は た し か だ ､ ｡ こう し た 瞳 l 川 を し た の も 、 か ね か
ね 私 は ス テ レ オ 装 i 評 の 本 憧 的 な 特 性 の よ さ を 探 る
場合に人間の ′ { こ の ﾉ 断がよい断源だと主推している

ｊＩｊ八郷〃ｊ・嵯恥ｋ
～ ダ

からだ。つまり人|川の聴覚は人｢ f I -の時代から人W1 I
l1d j ‘との会! ; ‘§を|助lき取るために出米｝･っていたはず
だ ｡ そ の た め に 知 らず し らず に Ｊ | 緯 が 積 み 頭 ね ら
れ、ハ言楽のよし悠しを .判別する以 ’三に人の声を聞
き分ける能ノＪを持っている ｡ だから機械装置から
' ' ' １ て米る人の声ができるだけ人間らしいしゃく I )
ﾉ師をしたものがよいステレオと判 I析するのである｡
たとえ肖 : 錐がたまさか執分よく l n l え たステレオが
あったとしても、 I l i l じその装股で人 I I l l の会話の ) 9 j
がイ、' '１黙だったら1 '11か作為的に櫛川された技術だ
と、判l斬するのである。
さえこ「 ' ' １分のｊ節は I ' | 分では判らないのではない

で す か？ 雌 初 に ' ｣ 、 さ な テ ープ レコ ー ダ で ' ’ 1 分
のﾉ肘を聞いた時にはほんとうにびつくトノした .〃
ＴＶやレコード・ラジオでI廿】えて米る' ' 1分の声で
ラ ジ オ が ' ' 1 分 ら し く な い と 感 じ る こ と が 多 いで
すね」
た ぶ ん そ れ は 安 易 な テ レコ や ラ ジ オ で 聞 い た せ

いかも知れない。しかし、・般的に与・えてみると
人衆はそういう装誌で ､ 畠乗を華しんてしまってい
る と い う 悲 し い 狸 実 が あ る わ け だ ｡ ' ' 1 分 の 窟 ､ な
いし人 |州の会話が意味は受け止められたとしても、
その人1冊らしく I川えなかったら即１ lな機械だと号
えておく必要があるのだ。
さえこ「今 ' ' ' 1の ﾚ ｺ ｰ ﾄは l 1 i l H ,１ :鉢尚言ですが､たま

にレコーテ 'イングのトラ，ソク・ダウンに立会う
こ と が あ り ま す ｡ ミ キ サ ー や ディ レ ク タ ー の 方
たちが意兄をf I I ‘ して青磁を I J k l轆してゆきます。
すると、『１分の｝1㎡はこんな風になるのとびつく
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というのは機械がすることではある力ざ、欠くよその
内容は非常に人間くさい ｲ t ' } 卜 なのである。以自 i j の
Ｄ Ａ Ｍ ﾚ ｺ ｰ ﾄ 「 ﾐ ､ ｿ ｼ ｪ ﾙ 」 以 未 の ２ １ 口 １ １ １ で あ
るが感性のｲfff仲間というのは､‘Ｅ､か．わかればｆｌｌｌ
か な ｲ ｣ 合 せ も な く ､ 仕 ‘ 秘 は ど ん ど ん 進 ん - で ゆ くも
のだ．。

l ) - ウるほどどんどん変ってゆきます。それは！ " 1
分 の 尚 と は 違 って いて も そ の 人 達 の 仕 事 の 範 I 川
だ か ら ま か せ て し ま い ま す。 私 は 歌 い ま わ し に
つ いて だ け 意 見 を い わ せ て い た だ いて い ま す 」
た し か に 塊 征 の ミ キ シ ン グ に は イ コ ラ イ ザー 、

リミッター、エフェクター淳の操作で音の操 ｲ 1 ﾖ は
なんでも出来るほどの1 1 t の ‘ I 】になっている。しか
し 、 音 を 機 械 的 に 変 化 さ せ る こ と は ど の 方 法 に せ
よ変わったl味わいを倉11りｌＩＩｌすことができても、ノ亡
に あ っ た 美 し さ か ら は ど ん ど ん 離 れて ゆ く こ と は
ま ぎ れ も な い 蛎 爽 な の で あ る 。 Ｄ Ａ Ｍ ﾚ ｺ ｰ ﾄ の ｽ
ﾀ ｿ ﾌ の 鉱 持 も メ ー ジ ャ ー ﾚ ｺ ｰ ﾄ の ｲ | : ， 撫 で は な
い が 、 こ れ が ほ ん と う な ん だ . ' と い い た い ば か り
に レコ ー ド を 作 って い る と こ ろ も 感 じ ら れ る 。
さえこ「今１１はオーケストラと合せるという倍か

ら の 夢 が か な え ら れて ほ ん と う に 蛸 し い ・ だ け
どオーケストラのA､に｝1こげllされてi'１分のﾉ訂がど
こに行ってしまったのやら ‘じ ､配で､す。だけど、
こ こ に お 客 さ ん が 恥 って お ら れて 勢 い っ ぱ い ﾉ 鮎
を } I I 1して歌えたらもっと幸せでしたでしょうね」
レコテ ‘ イ ングが無 , ｊ # 終 ったからいいようなも

のの、ほんとうはディレクターから．厳しい指 ' J §を
1ｕルlも受けながらの懸命の冒伏ＩＩＨであった｡それで
も、スリムな体にある／くネノJは終りまで' ' 1分のﾉ財
の魅ﾉＪを保ちつ-づけたのであった。

終 り に ､ さ え こ さ ん の : 炊 の 脂 導 を
さえこ「ｒゞ供と縮に、､ ､ ﾉ ﾟウさん〃を :枚います。

音稚のよいｆはもちろんですが、まったく棒口先
み調で-本‘淵ｒ･で､も人きな声をＩｌｊ‘して準しんで
いるfイ比もいます。程､も小さいⅡ､y :からとにかく
大 き な 声 を 州 して 目 炊 う こ とを して い ま し た ｡ そ
れ力寸歌力菅好きになったもとだと思っています。
１１本人はとかく1人jに寵I)がちです力ざ、大きなﾀﾐ『
を出すことで I ‘ 1 分 の衣塊も出来ますし、カラオ
ケでもなんでもいいですから ' ' 1 分 を衣 f 兇 して凱
持 を 札 I T に 仁 える こ と が 大 切 だ と 忠 い ま す 」

池 田 ミ キ サ ー

』子1.ﾉIIさんは束,芝ＥＭＩの池11Ｉさんの録音スタ、ソフ
なら宏 ,し ､して減奏できると ‘ ; 1斤しておられた｡鉢肝
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池田「今 l ｣ , | の鉢高暑は雄本的にワン ･ポイント鐸ハ
で す ｡ ま ず 弦 の ア ン サ ン フ ー ル の ' く ﾗ ﾝ ｽ を こ れ
で押えます｡このM､１:に弦とホールの響き力ざI『 l然
の ま ま と い う こ と 力 苛 人 切 で す 。 こ れ に ｿ ﾛ ｰ ﾏ
ｲ ｸ 、 脊 莱器 ､ 鍵 盤楽器の／ざランスを ｲ l h l 々 の マ
イク で 取 っ て ゆ き ま す ｡ 一 に も 二 に も I ‘ ' 然 な 響
きをとらえること､それ力菅今ＩｌｌＩの鐸卉の写え方
です」
池 , } , さ ん の 鉢 街 に 対 す る コ ン セ プ ト は ま ず こ の

鋒 斉 段 階 で ' ' １ 然 に 聞 え る と い う こ と だ ｡ 多 くの レ
コード鉢音力ざ、製盤にいたるまでの処侭Ⅲ技術を補
う よ う な 対 策 を 録 音 時 に イ j な っ て い る ｡ す る と 後
からは色１，,け効果はｻﾄ１１ても決して1,1然な雰ljH気は
雄 j 血 ﾄ ﾉ に は も ど っ て ＊ な い 。 I ) Ａ Ｍ ﾚ ｺ ｰ ﾄ の 考 え
方 そ の も の で あ る ｡ そ こ に こ の ﾚ ｺ ｰ ﾄ の 持 つ 意
味、つまり ’ １１なるお客様のサービスのためという
ことばかりでなく、ステレオの↑廿界を少しでも I i i j
進させようという企 '刺意 I叉 ' が ﾉ I 署きて＊ると思うの
である。

江 川 工 郎



ある尚髻といってよいだろうか ｡ さらに具体的にい
え ば ア ナ ロ グ ･ オ ー ディ オ で は 左 イ , の ス ピーカ ー
の 中 央 ば か り で な く ､ そ の 外 側 に ま で 音 像 の 定 位
やホール ﾄ ｰ ﾝ が拡がるという特 ‘ 性力甘C D i 寅奏から
少しずつ塊われはじめた。

私は j f I - 連、ソニーやトリオの本音を聞かせてく
れる技術橘に蘭'１１１を浴せた｡このＣＤプレーヤーの
音質は以 I i i j とは違って出 lえる力ざ何故か？。答えは
極 めて 簡 単 、 こ ち ら の 気 が 抜 ける よ う な も の で あ
っ た 。 片 や、 プ レ ー ヤ ー 内 の 電 磁 的 誘 導 を 極 力 少
な く す る こ と を 考 え た と の こ と ｡ 他 は ､ コ ン ピ ュ
ー タ ー が ら み の 解 析 ･ ば か り で な く ､ ア ナ ロ グ ･ オ
ーディオのノウハウをＣＤう。レーヤーに注入した
というのだ。それらは屯銃的な物の与・え方をする
と き 、 な い し は 物 を 作 る 峠 に 基 本 的 に 考 え な け れ
ば な ら な か っ た こ と ば か り だ ｡ そ う し た 点 か ら は
デジタル ･ オーディオ、ないしはＣＤという事がら
は斬丁 ･ 法だからよいのだという推引で技術エゴの
与 え 方 が あ っ た の だ と 考 え ら れ る ｡

私がこの場でｲ ､ I 故このような紙を ' ﾉｌき出したか
はＤＡＭレコードの毎ｌＩＩｌの愛聴の方がたにはうなず
ける）. ' ‘ ' ;があるかも知れぬ｡このシリーズは11 ] Iを承
れて本年6川で1 0 1 1引年を迎えた ｡レコード愛好呂
のサービスとして好 iめられた企１曲が単にﾉ k続きし
て い る ば か り で な く 、 内 容 に 患 味 を 持 つよ う に な
ったことをわれわれは知らねばならぬことと思う ｡

た ま た ま の カ ー ﾄ ﾘ ' ソ ジ の 購 入 で こ の Ｄ Ａ Ｍ レ
コードを手にした人は､「Ⅱ I譜の451 , , 1転化｣「当睾
満 . のお遊び」と兄る人もおられるかも知れない ｡
サ ー ビ ス の ロ ーコ ス ト 化 な ど と 思 っ た り す る 。 し
かし実際はその逆である ｡宋達 EM I にある ' １１譜の
兄 l r l 冒しと、マスター ･ロールにある音源のより ,尤
全な力、ソティングと製盤によるI署１１イj-なのである｡

これからは私のＤＡＭレコードの制作スタ､ソフに
つ いての 推 察 で は あ る が ま あ お 聞 き 流 し い た だ き
たい。１０年間のレコード作りを続けているうちに､
彼 等 は ﾚ ｺ ｰ ﾄ は 注 意 深 く 作 れ ば も っ と よ い 音 に
なるという点に気付いた｡衣面的には45 1 1 1 1転 ､厚
盤という処Ｆ２になる。しかし、カッティングから
プレスの ‘ 走成までの紐 I かな作業の一つ一つに音を
作りあげる、いや 1 1 : 砿 にはマスター ･ ロールにあ
る高 ･ ･を失わずに製盤できるというノウハウをスタ
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こ の レコ ー ド の 録 音 と 製 作 が ス タ ー ト し は じ め
た 時 と 、 姥 f l l の 時 期 に は さ ま れ る よ う に 東 京 暗 海
の兄本巾会場で ' 8 4 年オーディオ ･ フェアーが I 刑催
された。昨年まではビジュアルな部 |雌1までﾛ及収し
てのデモンストレーションで１１まぐるしさ聞き＃' ,：
しさに‘脳まされたヵ音、その反省もあって今１１] Iは聞
く こ と の 意 味 を 求 め た ｼ ｮ ｰ に な っ て い た ｡ 音 響
的 な 進 歩 を l 川 か せ 兄 せる と い う な かで 私 は 一 つ の
大 き な 変 化 に 誠 が ｲ ､ ﾅ い た 。 呪 在 ､ 音 響 の 商 允 と し
ての主 j流になりつつあるＣＤブ，レーヤーの音髄が少
しずつ変イヒしはじめたのである。
今 ま で、 私 は 新 し い デ ジ タル ・ オ ー ディ オ に つ

いて た えず 灰 対 の 立 場 を と って 来 た ｡ そ の I 卿 発 の
立 場 か ら 説 明 さ れ る 蝿 賊 と 呪 実 に 私 た ち が 聞 く こ
との出米る音とは大きなへだたり力ざあったからだ。
と に か く 音 な い し 、 宵 楽 を 聞 く 道 具 と して 私 の 心
を * I l ま せ てく ｵ L る も の が 蜂 か つ た か らで あ る ｡ デ
ジタル・サウンドでは観光的興味の耳１１を鴬ろか
せ る と い っ た 音 ば か り で あ っ た の で あ る 。 観 光 的
興味も価 1直の求め〃の一つではあろうが、 , 家で音
楽 を 楽 し む と い う [ l 常 的 な ｕ 的 に はそ ぐ わ な い と
思っていたのである。

ところでオーディオ・フェアーで聞きつけたＣＩ〕
う。レーヤーの肝翫とはいったいどんなものであっ
たかを説佃〃しなければならない。それはソニーと
トリオのう争一スで体験したことである。ファーと
い う 音 響 的 に は 条 件 の 轄 って い な い 場 所 で は あ る
が､私の｣-１．にはＣＤの獅奏のなかから違和感の少な
い音力脅聞えて米たのである ｡ 違和感のないという
ことをもっと杵 j l nにいえば今･までのＬＰレコードに



・ソヲは損みあげでいつだと考えられ基のである。
そしてごみ l〔1年間の過程のなかでデジタノレ・オ

ーデー"イオ、さらにＣＩ〕力f牛まれた⑰ＤＡＭルコード
こそ内背景↓こある第一家庭電器は販売サイドとＬ
でこりr〕新しい喋体[二積極的に唯組むことになった。
ところか、Ｉ〕ＡＭ才 '）ジナル・レコドの器1作、そ
れに亡 I 〕釿港を試聴するほどに、どうもこめ音は紬
得 ゆ か ぬ と こ ろ 力 r あ る こ と に 気 叶 い だ 上 う な ｍ で
ある。私自身は珪言できる場所ではたえずＣＤグ )音
に つ いて 一 入 淋 し く 不 揃 を 述 べ て い る つ も り だ っ
た力ざ、意外なここ為にＩ〕ＡＭＬ-コード‘とい-う‘Ｌ矧曵し、
１中間力fいた､J7̅>で為琶,毎

こう い う と 、 い つ 左 い お 前 は ｡ 〕 の 音 ” ど こ に 不
満があるダ〕だ。自分にはノイズは無い Iこ等い､し、
音はハ･ソキリく -コきりしていて1口』ん ”不擶なく聞
え 墨 ． と い う 好 か ま い に 違 い な い 。 私 も た し か に
ＣＤ的音、デジタル・サウンドについ､ては皆ざんと同
じ よ う に 聞 えて い る の で あ る 。 と こ ろ が 、 〈 つ き
けと音函輪郭を表わすことはよＬ，ことに違いない。
音 ” 本 質 の 一 面 だ 。 音 を く っ き り と 表 現 し た い 場
合はそれでも済むのだが、物 ‘ と か音 ‘ 刀 表 I 印 には微
細な凹凸や生 _草毛のような細部 , 刀変化力 . ある。画
力 雲 棄 で い え ば 眼 光 で は Ｈ だ た ぬ が 逆 光 に な る 上
些たんに今まで見えなか -つた細部力甜暉暮出す。毎
Ｌて物体的存在感をリ｜き壷たせるものである。今
ｕ ま で ｍ デ ジ タ ル ・ オ ディ オ は h 旧 光 的 な 音 の よ
王 見 は ま こ と に 優 れ だ も " で あ っ た と ‘ 思 える 。 大 勢
の 人 達 が 評 価 して い た の 蛙 こ の 点 で あ る 弓 。 と こ
ろが、音曲記録は閏とは連一ってもともと枠という
阻 莚 か 少 な い の で あ る 。 た と え ス テ ー ジ と い う 梓
が課,ったとし､てもそ,二からi ’弓れた痔i ’士響きとな-う
て 妓 方 と 散 っ て い く 。 わ れ わ れ は ス テ ー ジ を 順 光
的 な と ら え 好 を して も 、 そ ‘ 二 か ら 発 し た 音 は 逆 光
的 な 要 索 、 響 き と か ホ ー ル ト ーン に な っ て わ れ わ
れ ” 知 覚 に 罠 っ て く る ” で あ る 。 こ め 点 を 無 視 し
ても昔や音楽は底↑）京たなＬ，わけではないが音 ”
正 確 な 壷 で な い こ と は た し かで あ る 。

音 の 細 部 を 表 現 す る 記 録 媒 体 ‘ 刀 菫 素 と して ま ｆ
ダイナミ、 ”ク・レンジ（ ' 1 , から大奔置まで内醐）
が あ げ ら れ る 。 デ ジ タル ・ オ ー ディ オ ぱ こ の 点 で
ば 理 屈 の う えで は 充 分 な 輻 を も っ て い る は ず で あ
る。Ｊ大に周波数特性、下レンジと呼ばれる音域幅
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か あ げ ら れ る 。 こ い 点 で は 従 来 の Ｆ ナ ロ グ 記 録 に
比べてテージタノレカ場合は周i度数由」二限は2〔１ＫＨｚで
ぴだ『〕と打ちど蜂であるからこの点【二大し、に議論
” 粟 士 恐 と こ ろで あ る 。 事 実 、 若 者 達 に は １ Ｆ 弦 按
グ〕定常音では２１)ＫＨ悪き越え２孔-２４ＫＨｚまて､聞える
人 瞳 ざ ら に い る 。 私 な ど は 自 煙 に は な ら ぬ か 主 常
音のテストでは１５ＫＨ亘あた叩で早そう【毛聞えなく
な って し ま う ． す る と デ ジタル を や み 人 j 韮 か ら は
2ＤＫＨｚの卜限で允分であるはずだという意見か出
て 来 る 。 と ＝ ろ が で 為 る 。 私 と い う 人 間 ‘ の 一 般 的
な 軸 覚 サ ン プル で あ る 者 か 意 外 な 音 錨 事 実 に 出 く
わしだめである．

それは私 ] 皇 ” 身銅廻ｉ）に多くある蛍光燈 , 刀現象
であ愚。たから皆きんも 1両 ] じように確錨もれ基こ
と だ 。 蛍 光 燈 はそ め 動 作 J - ) た め に 害 宝 器 と い う チ
ョ ー ク ・ コ イル を 持 って い 署 。 古 く な - = ‘ た 蛍 光 婚
刀 「 ジ ー 」 ど 琵 占 し て い る 卜 弓 ン ス ” よ う な 部 品
だ 。 こ め 「 ジ ー 」 音 が 耳 に 聞 之 る よ う で は そ れ は
も昂うるきいとし ､ う点で間胆だが、そ ‘ 刀雑音か封
につかなくても実は音としてわずか部屋② ' | 』 を 漂
っているのである。二ｍ雑音‘刀なかには2(二ＩＫＨご以
止 の 話 い 同 波 数 成 分 も わ ず か だ か 含 ま れて い る も
のである。そこで蛍光燈をつけた時〆，部屋ｇ〕会話
グ >ニＬアンヱと燗しだ時の音の差を聞きｌヒぺてみ
る。これは日日ちかに蛍光燈②無い場合ぴ〕方力致高力致
澄んで１，るのである。人び ‘ とは、こんな実驍をす
る と す ぐ に 研 く な っ た 時 ” 心 理 的 影 響 が 聴 覚 を 通
えたのだと考鬼だがる。しかＬ，人間 "〕ｆｉ ･悪のな
かで 聴 覚 は 牛 存 と い う 第 一 舟 大 的 な 役 割 を 果 して い
る 里 い う こ と か ら 人 変 確 丸 な セ ン サ ー で ぬ っ た に
開 違 い は 起 き な し 、 ” で あ る 。 も Ｌ 視 覚 に 聴 覚 か 悪
わニオしるとす畠ならばH月るい日中に今のことを試
み れ ば よ い 二 と 垣 。 蛍 光 燈 の 意 識 し え な い 雑 音 と
人 間 ” 会 話 、 い ず れ も 非 定 揃 音 で 、 音 来 ” 自 宅 同
額 の も の で あ る 。 こ れ 島 は 干 渉 し 合 - ． て 空 間 力 音
ユニして合成ざれ新らしい響きを作り , LＨす。こゐ時
に定常音力蓋聞えないときれた音域罰高い恥取餉域
も 参 加 して 音 の ､ g 識 を して い る 些 考 え だ 方 が よ い
〔Z〕であるロ

ＣＤ刀両牛車厄|IＨにない高Ⅱ、円ｬ皮欺h孔芳か一般への
音 め 知 覚 に 参 与 して い る と ､ 、 う こ と は 轄 音 Ｌ い う
日 常 的 な 現 狸 か ら 証 同 月 で き た と す る - Ｌ か し - そ



れらは音〆 ' ,Ｌ ,地よきとは腫対の司渉イナス要脚であ
る、では実陦 “尚坪且の場合に報音が分什ｊしている
ような扇い音行目哩が里して必砦かビうかか再び銀
論の吋象とを - ’ て来る ”篭である。こ ‘ｒ〕点に閏Ｌて
は私は今だ両,班H川する手段は持って'.、ない，』fさか、
杜 の 中 力 物 理 現 華 は た えず 作 用 と 厘 作 明 の 面 を 持
って お ’ 」 、 冊 芦 と い う 聴 き の 回 か あ れ はそ の 反 対
ツ>貝善の面を持ってＬ，.藍,に違い稀'､、と系直に毎え
る [ つ か ' 旧 当 で は な か ろ う か 。 デ ジタル ーオ 子 １
才〆'閂Ｉユーーン１熟て輪享『がはっ雪‘）ＬてはＬ，産,が細
部のニュアンス ' 二欠ける些いうのは、ｊ ､ 間 ” 時 - う
てＬ，邑超高城ツ'知覚能力を無視Ｌた特-1ｲLがぞうさ
せるのて 'はないかとＩ鮨H| ｣し -ご鼻てもまいこ宅でば
とL-し、[ﾉー >-であ藍,。
ＣＤや-ﾃｰ主〆タル・オーテヂィオ’”もう・・つの問盟、

三れは初鉤 i二害き出したこ．く最近”ＣＤブ " L- -ヤー
の肖厚 ' : ' 変化についてぬこ ‘上だ。理 l拙幻うえではダ
イナミッア・レンジぱ犬きいときれているＣＩ〕飼
音栞か実際、音乗のダイナミズムに比孝＜で車ｌｊきか
鈍く唾 j ‘ ろ ので ､ ある。Ｉ ) Ａ Ｍのｆン ′ < - の 江かに
は ’ 三 “ シェル 7 6 / 4 5 」とぞゐにＤ化 ” 一 . つめ ､ノフ
トを持っておられる人がわずかだろうか届らオＬる
だろう。実はこれは今b l lのこぴ〕レコードと|面｣じく
世〆'中こ､數少ないアナログとテ鍔ジダルの|両1時録音
刀十ｒンプルなのである。この比転によってアナロ
グ､盤か‘、か《こ人間函声の細部をⅡ三確に志正叫{'1未昂
ものかということを聞くことか! '１１ !＊る管とくに東
上ｊ１ｆ荒11少年少上台唱皿的部分て･u佳でも簡単に，ﾄﾖ｣|折
て､きる。

こめ二つのソフト ” i ﾗ | ｣ ば かりでなく、現役市販
与れてし、るアナロ:ケ鉢肖”|Ｒ譜”ＣＤソープ１．でも似
だようなｋ児難を -つかむ二とが出来る。そ ｵ I らはジ
ャズ 、 ク ラ シ ッ ク に 閏 係 な く 器 蛾 上 人 間 の 声 か ア
ンサンブルした占坪且がとくに琿騨し易い。面口い
己とｉ二、アナロダ録音を(. I）化Ｌた（｣みに共通し一言
Ｌ，えることは搭乗E万'アンサンフールは同じ詳占かと
趾 ぐ つ で み た < な ら ば ど 一 つ ・ つ 丁 ' 乗 器 ” 音 は く
っ き り 竺 して ア ン サ ン ブル も き れ い に 聞 えてくる ｡
このJ,ﾄ.〔弓二は私もテジタルピェ)音鉤よさを認錨ら。と
ころが、それ正 ]に f l l l 邑す乙人間 ‘刀声という上話か
] 里 って 来 る ロ ア ナ ロ ケ 盤 の Ｌ Ｐ レコ ド か ら は 人 間
力ざ意間し丈二占めコントロノレのテクニックカゴ聞き

手にほわっこ＊るみ i＝ I又して、にＤ刀喝台は抑搗を
抑 え た 平 坦 な 砿 I 自 に 聞 えて 来 る の で あ る 。 皀 批 か
心口だ１ﾅ閲.、ているとこんな＃,,刀力・とあたトノまえに
判断してしまう力だ力董、い -フだん同じアナログ盤
で聞くと１器黙と苫せられる刀である。ＬｆＬ，詰かト
手悲歌い千が下手＃こ聞えてＬまう ‘ ，これは計画が
よい、靴音力式少ないということよりも［，-二 ,と根本
的な問題な[Ｔｌである。く’)返していうと〔｡Ｄ盤逗↓十
を叩１，でいると気附かぬことが、同じ演奏釦アナ
ログ， -マスターから延しだL 1 j だと判断がつくとい
う名実を恥悦して ' まいけないというこどで踊る。
以脂のことはＤＡＭレコード ”冊 | ｣作ズタ ,ソフと私

か才」合せてい-っている二とゼリナでなく、私自身の
判 断 な ” - ご あ 畠 ． そ し - こ 、 ‘ 二 ” こ と は い くつ か ”
現畢鉤サンープルカ可為り、｜Ⅱ ” ! i ! 力他の人達 ”体驍
に照らし合せてもほ{ま|口｣様のことがいえる革r 'であ
る 。 但 し 残 念 な こ と にそ の 現 翠 に つ いて 学 問 的 な
データ-カ㎡･今-ぬ[ところＨＲれな'.､ビハて塗ある。

ところで、かな ’ｊＪ〕手数 '二わた - ,てテジタル・
オーディオとアナログ ‘刀音につ ’、て吾いて来たか、
実 は 二 ｍ Ｄ Ａ Ｍ レコ ー ド ‘ ” コ ン セ ブ . I ･ に は 立 場 上
ばっさり廷はいい切れぬかテジタル批判 [ ﾌ 〕基盤が
ある砦私蠅考えている革乃である。前にも述べたよ
うに旧譜 ” 見直しＬ丁寧な作業処理は既発売Ｊ〕レ
コ ー ド に は 現 わ れ な か っ た レコ ド の 細 部 〔 刀 圭 現
か 聞 え ． ひ と き わ 音 乗 の 新 鮮 な 感 興 を よ ぶ こ と が
伸驍できる。それ廷同時に永 ' . 、 問 鉢商という作業
にたずさ計っ-’て来たへj室には、ゞ二れはテージタルで
は 錘 わ せ 燕 い 音 の 分 野 だ と い う こ こ が ピ ン と 来 る
ことは簡単に忠耀, ‘ | ｣ ,氷る三とである。Ｉ〕ＡＭレコー
ド”≦連 ”琵十1とスタッフ力肖ウニ ,追求妾勢からＬ薊
わず記↓を｣ずに私達が感ずる壬生が出采るのである。

今一刊 ]王はこのアナログ・レコードをｌ ̅ -にして
弾とＬ_んでＬ，るが、朧樺時期を|面]し<して1口1時にデ
ジタル・レコーデｆ＞- ｸ ﾞ内並巧 ' 1録音したマズター
から”〔｡、盤も聞けるぱずである。か一』てＤＡＭレ
コドが「ミ、ソシヱル』で行なった ‘刀と1両 lじ手 i士
である。だから、紅､が1両逃した二と畦たぶ人間達い
なく＋年きん山身の耳で碓〆〕ることが汁,＊るはずだ。

上ころで、トリめに、、据叫年産,力侭半４二発売等れ
山 Ｌ た 調 j の メ カ 迄 万 ' Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ ー に は 今 圭
て ､ に蝉い音杲丁 ' ニュアンスの再現、な！、しばア
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ろ１上考えられろ。
そ も そ も 、 レコ ー ド と い う 内 は 「 開 け て び っ く

り上手箱」１乱ゐう→ラック・ボ，クスて室ある。私達
力 箇 自 分 め う レ ヤ で 針 を 満 に 落 Ｌ て 初 ぬ て 結 果
か起る。セミラ｡□ないし、殉ｌりた力罫り屋はi寅奏家
か 二 可 Ｌ た と か ． ミ キ サ 力 蟄 こ う 音 を 変 化 ざ せ た
で あ ろ う と 推 測 し 楽 し む こ と も あ ろ う か 、 多 く は
レコード会社ツ〕イニシアティブ雲で物事が進んでゆく。

これも，H４年ロー'オディオ・フェアー-[万二とであ
る が 蕊 そ め 厭 史 の な かで 初 鉤 て ウ ‘ ゾ テ イ ン グ ・ レ
ーサー（ノイーマンＶＭＳ､70型）力:-会場内で実釦吾れ
だ-同じく仁I〕のつ｡レヱ賎も展示と実演力身あ-、たが、
こ色らはブ・ラモデルのプL-ス機を見てＬ，る機械的
な強峠だけであ--．た．これに対し_てI=Ｐ'カガ･ソティ
ング・レー升 -ぬ実演は人間か道 _具を扱う面「１き
か あ - って 腔 示 そ の も の が 絵 に な - って い る - そ れ ｋ
1 画 ｣ 時 に ウ ッ ティ ン ダ き れ た ラ ‘ カ ー ・ マ ス タ ー は
直角↓こプレー・〃で･ソクきれる。視覚的にＨ前で切
トノ終つだ溝から出てくる鰯産 ”高い高品質の音 [二、
多 く 内 人 達 か 驚 い て い た 。 夫 は そ の 現 象 は 見 た 目
から来るのでなく、実際にブ “ ロ刀枇界ではあた ' 〕
前 に 伸 鴎 き れ る こ こ 鞍 の で あ る 。 生 こ ろ か 、 今 士
で の レコ ー ド 業 界 はそ ” 音 質 は い か に 鮮 鹿 力 謹 話 く
ても、１乍栞工程｡『〕部であ-コてこの部分をお客樺
に売るわけには叩、かなし、。だからむしろ中間L二程
は・般的に公開しなし、方がよいというぬかどのレ
コード会社でも同じように考えるゞ二とであ -つた。

弓 “ , カ ー ・ - マ ス タ ー か ら プ レス エ 程 へ と 穂 行 す
る ま で に 失 わ れ る 音 の よ い 要 素 、 例 え ば 群 l 蔓 と 表
現ざれ基部分ばとでも元通 ’ ｝ に H z I ノ もどせ曇もめ
ではない。そこで多くはわれ_われ “アンーア．にもあ
るようなおなじみ内トーンコントロール毎便 - - コ て
瓦に埋一づくように１'笠'1ﾐす農,。つま『)競紳I罰品とい
うレコーードlニなつだ時に元通り’二近Ｌ，ようにと考
え差 , の港が、実はそうはうまくいかなし，。われわ
れ か 再 生 系 で も ト ン コ ン ト ロ ー ル を 性 う と そ 内
目論 ,ｊ三睡音増強であ-うてたしかに低音は豐かにな
←。たが、何も作用してＬ，なＬ，はずの畠音域か曇っ
て 鈍 い 音 に な っ て し ま っ た 。 こ ん な こ と か よ く 体
驍 与 れ る 。 こ れ と ま っ た く 同 じ よ う な ご と が レ コ
- ド 作 ＃ ） の な かで ひ ん ぱ ん に 起 尋 ” で あ る 。 そ こ

で Ｄ Ａ Ｍ レ コ ー ド の ジ ャ ケ ッ ト の 一 帯 晶 挫 を 見 て

ナ ロ グ ・ う . レ ヤ ご 聞 け る 古 の 自 然 ｓ か L Ｈ は
じ 罰 た と い っ た ロ こ う い う と 、 技 術 的 に 詳 し い
人 は 、 説 明 に 矛 盾 か あ る 的 で は と い わ れ よ う 。 一 ,
まリテ ･ ' ジタ ’ Ｌ ・オディオでは従来 ‘ 刀アナログの
伝送系の中の鉢音媒体にデジタル要素を画写 i l 的 に
入 れ る か ら 再 牛 系 内 プ レ ヤ ー ” デ ジ タ ル 要 素 が
よくな-コだからと、、って．｜両]じ技術仕様”テ．ジタ
ル 録 音 か 今 ま で ” ま ま だ っ た ら 同 じ こ と で は な か
ろうかと。私1 . | 島も最初はそう考足た。しかし、
今 ま で ” 才 一 ディ オ 体 験 i 二 当 て は いて み 尋 と 簡 単
’ 二解ける問題である呈些が考えられるのである。
私 j菫の使っている現在のシステムで例えばアンプ、
ス ピー カ ー を 他 の 機 種 に 変 えて み る 。 す る と 音 は
確爽に変化す詮 , 。 瑚屈ではアンプ " やスピーカーに
入ノ」きれる入力系に近いところ ”亜化、震ぬ16 1上
ぽど背 " 1 6 1 上 効果が鎚号はずな ” だ 力 f ， 寅際は -
番最徒②スビー - ウーを蜜えても烏 ̅ぬ本酉的変化か
起 っ た よ う に 感 ず る 。 こう し た 現 象 は 音 と い う も
のがわれわれ ” 聴 覚は旧 I | 宝 し 得ない榧微、レベル
まで聞きとってし、ると与えた方がよさそうだ。

こうしたＣＤう . レーヤー鉤蛮化かｆ ] 見て、現在
α〕デジタル・オーディ .才 ‘刀技術仕樺はそめま士で
も舞育系、再生系I吾わ産ってロ>見'白Ｌを１丁なえばか
な り の グ レ ド ま で 品 め ら れ ゐ と 予 狽 １ で き る ” で
あ る 。 デ ジ タル だ か ら ． 信 号 を 数 値 変 換 し た み だ
からこれはどうにも変えられない絶女 ･ I 的なもｍで
あるというエゴ的な考え方でばテジタル { ･ 式やって
ゆげそうにもなＬ， ” で ある。人間由作る道具であ
るからいつも完壁には＊り得ない。たえずそ町場 ≠
そ の 時 期 で 不 具 合 が 見 付 か っ た ら 修 止 し な け れ ば
ならな‘、。子ジタル屋さん達よ頑張-ってＩくさし､。
これは単にオーディオ ” | H _界ばか『）でなく人間が
殉オ三 ,尋あらゆる分野について共 i曲Ｌていえること
” よ うに思うのであみ。
今 [口 ]の録音についてはＩ〕ＡＭスタッフからそ ”

制 作プロセスを追って ’ １ ポートしてほしいという
依頼があった。だいたい、プロの1止聿 ' 刀場に他人
が立ち入産 , という刀は早い話、仕事毎邪魔であ - う
てよいことは１回Ｉもない。ヒニろが、ＤＡハＩヱタ･ソフ
は東娃ＥＲ皿に話をつけて立ち合いを･認 .めてもら-つ
た び 〕 で あ る - そ こ に は 企 画 苫 ” レ コ ド に 吋 す る
意Ｆ１を１スチーに充分に伝えたいという意味であ
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もらいたい。そ三にはＮ{二ｊｎＬｉｍｌｔ睦f､..．.Ｎ‘二}、ⅢｑｕａｌｉｒＥＴ
上１日Ｌ苦きが付いているはずだ。文字で舌けば･そ
れ 海 け ” こ と で あ る が 、 作 業 上 は 才 ＝ - ミ レ タ ー と
しては封じｱ}徒↓十史むずかしし‘ことなのごある。

」ミッターなしとｋ，うのも他にあまり例のない
しコドだ。それも４５ k ' 1 転 盤垣からアナログ・レ
コ ド で は 世 界 最 大 級 の グイ ナ ミ ・ ツ ク レン ジ キ 持
っ て い る は ず だ 。 そ れ は 蝉 面 を 目 で 兄 れ ぱ 藍 の う
ｵ ｰ ' りめ人望ざで判断かつくはずだ。

私力:立ち合ったﾛ寺にでも束芝ＥＭＩとＤＡＭ久夕￥
う．でダイナミック・レンジ輻ｍｌｄｂ、Ｚｄｂ噂ﾌｰ旨'とこ
"ろで押し問答をしてい尋凸ｱ)か見られる。７５．ｂを越
すＬころでｌｄｂの差は口をぬぐ-〕てしまえばもと
もと「壬手箱」竜からどうでもよＬ，ようなもめ ･
し力勤Ｌ薄ダイナミ、ソク・レンジ ,刀拡大は音涜 ”差
以上に音楽の活きＬ，きし _た味を唾えてくれる要素
だけにＤＡＭスタ ‘ ' ワ はねばりにねば - うて方，，テ
ィング・サイドに頤-ってｋ，た-
誼 は 前 後 す る が 、 昔 ” 本 質 を 法 釣 る の は 録 音 ス

タ ジ オ で あ る 。 Ｄ Ａ Ｍ レ コ ド ヵ オ リ ジ ナノ レ レ コ
ド刀クラシ，クは全てホ ‘Ｌ排音腱な三』ている。

し コ ド 作 り の 作 業 ” 進 釣 方 か ら 顕 疋 ぱ 、 機 材 か
轄ったスタジオでやれば呂古は簡単だ谷費用も当然
左上ト」にゆく。今回のように弦の〃寸口“，クアンけ
ンブルを ! | ‘ ‘ Ｌ ,とＬた録音ならスタジオで行なっても
出来在ぃ二とはない。ところか演奏家、ホール、録
音 の 三 者 ” 都 合 を 縫 う よ う 腱 ス ケ ジ ュ ー ル 壁 組 み
閉 げ て 録 音 を 完 ］ ” さ せる 。 大 変 な 作 業 を 行 な って
いる。現峠私白身は音楽之友社ホールで ｲ丁なオつれ
た 録 音 スケ ジュ ール に は 立 ち 会 え な か っ た く ら い ‘
で あ る 。 そ ん な に ま - ご 器 労 して ホ ール 録 音 を し な
ければならない瑚由はなん増ろ -うか。まず、あげら
れ る の は 演 舞 サイ ド ” 問 題 で あ る 。 ホ ール に 響 く 白
分 j圭 "響きを聞きながら i寅奏できるとＬ，うのは当然
とはいいな力讓ら演奏め自然な姿であゐ。これがスタ
ジ オ 録 音 と な る と ス ペ ス か 狭 く な る か ら ス タ ジ オ
自身の響きを出すと音力 ‘ 混濁するし、やっている本
人歴か音圧ですぐに疲れてＬまう。Ｌ，くら上手なミ
キ汁一が人工的エコーを附加するとＬ，ってもアン
けユープノレの組hEでに苦'労症.刀はＵに見えてＬ，ろ毎

Ｊｌｌｌ５Ｈの音罐之黄社ホル I 止宿造り ” 畦血と
ピ ル の ３ 階 部 の 天 井 高 を 持 つ ス ペ ース で 小 ホ ー ル

を力ざら豊かな響きを持ってＬ，る。だかワンポイン
ト． 弓 ‘ イク 主 義 の こ の レゴー ド の ミ キ シ ン グ に は
やぱ↑ｊ空間ｄ〕挟署か悪じられる。とくｉ二弦以外②
罐器 ' 二立てた一Ｆイクのレベルをあげてその一つず
つ”エコー惑由調整に苫 ,じ ､辞彗れだあと力王ある。
こ め ホ ル に 吋 Ｌ て は ク ラ シ , ソ ク の ア ン サ ン プノ し
よ＋）もソロ・リ汁イクルという室内楽用という設
計本来の使い方か h l いて いると与えられる。

一好、９ｊ ]］5口に i丁なわれた荒 } ' |匡民会館火水
一ルは細 ’５０１〕 :満収容のワンフロアーカ卒幣派で
ある。こたらは私も噛奏宝、鐸音ともに f ﾉ 」ぬてめ
体 翫 で あ る 。 客 肺 に 人 が 人 ら な １ ， 鉢 青 海 け ” 場 合
は 観 響 と して は 時 間 軸 ② 長 き ば よ い が 、 中 音 唖 に
響きが集中している。ゞ二の場で・人ぽっもで音楽
を 聞 く と な る と 客 席 ” 中 央 か ら ス テ ー ジ ま で 釣 中
間③位孟、つまりかな+〕前寄りでな¥、とステージ
からの直接音とホールの残響とか ' ぐランスＬない。
だ が 、 こ め 情 況 は 演 奏 家 と 録 音 サイ ド に は ま た と
ないよいコンディションであるはずだ．1 1 1問の力
ノ テ ィ ン グ ・ プ ロ セ ス で も こ の 二 つ の ホ ル の 垂
はよく音となって ' 1 Jわれている。

こ の 録 音 に 立 ち 壷 って、 私 畦 興 味 深 い 体 驍 を し
た 。 誌 音 ス タ、 ’ フ は あ ま た ぬ 撫 材 を 楽 屋 に 収 めて
病 毒 家 の 蝿 里 人 り ゐ 前 に チ ュ ー ニ ン グ を 行 な っ て
いる。七・ソティングゐ時にテーシタル機器・マスタ・
コントロール、アイクーＦンう・に主るまでＡＣプ弓
グ（ｌ〔 I ] Ｖ } ぬ方向性を決いていだ。ナミキ ” ダイ
レクシゴン・マーァインダーを使って竜h原 ‘刀極性を
細かくチェ･ソクしている。Ａ亡う .ラダ '刀極性か音質
に影響を典ぽすヒヒ，うのは、友はこめ私か |Ⅲ界で
初駒てｈ，いⅡ ' , したことでこ ”メカニズム解析も幸
いに私自身で i 育ませたことである。実はこ ‘ カメカ
ニ 変 ム i ま 私 達 氏 生 用 、 つ ま り 一 般 的 ス テ レ オ 機 器
で 起 器 現 象 た げ と 考 えて い た 。 と こ ろ が 、 ″ く ラ ン
ス伝送という佑号 ”受 (十瞳Ｌを i丁な -．てＬ，ろプロ
l H 機 器はＨ頃堀も i 再 いごとであるＬまったく念頭
に置いていなか_三 ,たみであみ。ところ力箪、こうや
っ て 録 音 ス タ ッフ か 忙 Ｌ い セ ッ テ ィ ン ク ’ ” 時 間 に
フゴラグ ”方 l b l性を測定して洩いてＬ，る蛭いう三と
は実際”〕劫里があれば､三そゃってＬ、を､'二と証L刀ご
毛 〉 。 そ れ か ど の よ う な 功 睾 に な る の か は 聞 き そ
ぴ ｫ Ｌ た が 、 マィ ク ヶ , - ル を ふ く め 信 号 ケ ラ ー ル

７９



類 が 長 く な る 情 況 か ら 考 えて ､ い か に ／ く ﾗ ﾝ ｽ 伝
送 と は い え チ ェ 、 ｿ ｸ し な け れ ば な ら な い こ と な の
だろう。

セ ･ ｿ ﾃ ｨ ﾝ ｸ が 済 む と ､ 録 音 済 み の テ ープ ｡ 、 及
び L P ﾚ ｺ ｰ ﾄ を 演 奏 し て チ ュ ー ニ ン グ を 行 な っ て
い る ｡ こ れ は 楽 屋 と い う 場 所 に 対 して 録 音 ス タ ッ
フカざ比較基準を作っているのだということ力埆皐る。
誰 で も い つ も 使 っ て い る 機 材 と は い えそ れ が 新 し
い情況に入れば今までと異なった鳴り方をする。
ところが演奏力 f 始 まってモニターから流れ出る音
に 私 は な か な か な じ め な い の で あ る 。 私 は 遠 慮 し
て 後 ろ の 方 に 座 っ て い た の だ が 、 楽 器 の 定 位 ま で
はとてもつかめない。これ力苦レコードを通じて再
生 だ け の 場 合 な ら ば 私 は 簡 単 に 判 断 で き る こ と だ
と 思 わ れ る の だ が ま っ た く 自 分 の 能 力 に あ わて て
し ま う ｡ 一 日 の 録 音 が 終 る 頃 に な っ て や っ と モ ニ
タ ー ･ シ ス テ ム に な じ み が 出 て 来 た よ う な 次 第 で
ある。ところ力ざ、スタ､ソフの足もとには見覚えの
あるﾍｯﾄﾌｫﾝが置いてあっ主ｼｽﾀﾂｸｽの
コ ン デ ン サ ー ･ ヘ ッ ド フ ォン の Ａ プ ロ で あ る 。 お
願 い して こ の 音 を 聞 か せ て い た だ いて 私 は や っ と
安 心 し た ｡ 録 音 ｽ ﾀ ， ソ フ が 聞 いて い る 音 、 音 場 は
私 と 違 っ た 感 覚 で ミ キ シ ン グ して い る の で な く ま
ったく私と同じ次 ﾉ Ｌで行なっているのだとわかっ
た か ら だ 。 つ ま り 彼 等 の モ ニ タ ー ・ シス テム は 彼
等 の 眼 鏡 の よ う な も の で 私 と は 度 数 が 合 い にくい
のだ。だが見ている情況は私達とまったく I I i I じ 音
風景をな力ざめているのだということである。

こんなことを書きつらねたのも、ＤＡＭのレコー
ド制作スタ ･ソフは企画こそするが録音の実梼には
手を下さなし､。その人達が録音フPロセスにくい卜．る
よ う に 願 って 良 い 音 を 皆 さ ん に と ど けよ う と して
い る 。 そ の 努 力 に 対 し て レ コ ド 作 り の 現 場 の 人
達力ざ音というものを違った角度から見ていたので・
は話はから廻りするだけである。しかし、今1口1の
体験を通じてＤＡＭレコードの考えと東芝ＥＭＩの
スタッフとの気持はぴったりと一致しており、実務
上 の 困 難 さ を 少 しず つ 取 り 除 き な が ら 着 実 に 前 進
しているということ力欝解った。レコード業界の中
では ’ J ､ さな活動だと思うがＤＡＭレコードの将来
の 結 実 は 巨 大 な も の に な る に 違 い な い ｡ （ 本 稿 は
LP「日本の詩｣(DOR-O131）より転載いたしました｡）
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オリジナルの解説書では、この頁に歌詞がありますが
PDFでは省略させていただきました。
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